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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 5800 /120Rh-2 


八ードウエア編 

本装置の八ードウエアについて説明します。 



各部の名称と機能（102ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （11 4ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接 
続について説明しています。 

基本的な操作 （127 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （139 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

BIOS のセットアップ （199 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方まについて説明しています。 

リセットとクリア （232 ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説明しま 
す。 


割り込みラインに3日ぺージ） 

本装置内部の割り込みの設定について説明しています。 

RAID コンフイグレーシヨンに 3 目ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用す 
るための方法について説明します。 


0NL-4133eN-120Rh2-000-02-0604 





102 各部のを称と機能 


各部の名称 I と機能 

本装置のを部のを称を次に示します。 


装置前面 



(1) フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデバイス類と本体上面部の 
ドライブカバーを保護ずるカバー。添付のセキュ 
リテイキーで□ックすることができる（一127 
ページ)。 

(2) キース□ット 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセ丰ュリテイ 
丰一の差し □ (一に7ページ)。 

(3) STATUS ランプ（緑色/アンパ’一色） 

本装置の状態を表示するランプ（一108ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯ずる。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(4) ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する（^110ぺージ)。括弧数字の後の数字 
は「1」が LAN ポート1用で、に」が LAN ポート2 
巧を W ず。 


(日） D 旧 K ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵の八ードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵の八ードディスク 
ドライブのうち、いずれか1つでも故障ずるとア 
ンバー色に点灯する（一110ページ)。 

(6) POWER ランプ（緑色） 

電源を ON にすると緑色に点灯ずる卜108ペー 
ジ)。 

(7) UID ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点滅する。 
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装置前面（フ□ントべゼルを取りかしたが態) 


(14) 



(1) セットスクリユー(左もに1個ずつ） 

本装置をラックに固定するネジ。 

(2) ハンドル（ちちに1個ずつ） 

ラックからの引き出しやラックへ収納ずるときに 
持つ部分。 

(3) 八ードディスクドライブベイ 

八ードディスクドライブを搭載ずるベイ（一143 
ページ）。括弧数字のあとの数字は SCSI ID また 
は 、 SAS Port 番号を示ず。標準構成では (3)-0 を 
除くベイにダミートレーが搭載されている。 

(4) D 旧 K ランプ（緑色/アンパー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ（一111 
ページ）。八ードディスクドライブにアクセスし 
ているときに緑色に点灯ずる。八ードディスクド 
ライブが故障ずるとアンバー色に点灯し、リビル 
ド中は緑色とアンバー色に交互に点滅する（ディ 
スクアレイ構成時のみ）。 

(己） CD/FD ベイ 

CD - ROM ドライブ/フ□、ソピーディスクドライブ 
を取りがけることができるベイ。標準構成では 
CD - ROM ドライブ/フ□、ソピーディスクドライブ 
を搭載。 

(目） CD-ROM ドライブ 

CD - ROM の読み化しを行う装置卜135ページ)。 
(6)-1 ディスクアクセスランプ 
(6)-2 CD トレーイジェクトボタン 
(6)-3 強制イジェクトホール 

(7) USB つネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
ずる（一に4ページ）。 


(8) シリアルポート B コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一に4ページ）。 

なお、専用回線じ直接接続することはできません。 

(9) バックアップデバイスベイ 

オプシヨンの DAT ドライブや AIT ドライブなどを 
取り付ける場所（一187ページ)。 

(10) 3 .已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3. 5インチフ □、ソ ピーディスクを挿入してデータ 
の書き込み/読み化しを行う装置（^133ぺージ）。 
(10)-1 ディスクアクセスランプ 
(10)-2 ディスク挿入 □ 

(10)-3 イジェクトボタン 

(11) UID (ユニッ トの）スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するス 
イッチ。スイ、ソチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する（一132ページ)。 

(12) POWER スイッチ 

電源を 0 N /0 FR こするスイッチ。一度押すと 
POWER / SLEEP ランプが点灯し、 ON の状態にな 
る。もう一度押ずと電源を 0 FR こずる（^に8 
ページ)。4秒じ又上押し続けると強制的に電源を 
0 FR こずる（一232ぺージ')。 

《本装圍ま SLEEP 機能をサポートしておりませ 
ん。 

(13) DUMP (NMI) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（一345ページ） 

(14) ランプ（目個、前ページ参照） 
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(IDUID (ユニッ トの）スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを ON / OFF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯ずる（^132ぺージ)。 

(12) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押ずとメモリダンプを実行ずる（一345ページ） 

(13) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(一に4ぺージ)。 

なお、管理 PC などのコンソールの接続はシリア 
ルポート2のみ可能です （ BIOS の設定が必要)。 
また、専用回線に直接接続ずることはできませ 
ん。 

(14) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続ず 
る夕（^124ぺージ)。括弧数字の後の数字は 
「1」が USB ポート1でに」が USB ポート2を示 
ず。 

(1 己）モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続する（^に4ぺージ)。 

(16) UNK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ（一112ペー 
ジ)。 

(17) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1000 BASE - T / 1 00 BASE - TX /10 BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ（一112ページ）。括弧数字の 
後の数字は「1」が LAN ポート1でに」が LAN 
ポート2を示す。 

(18) Speed ランプ（アンパ’一色） 

LAN の転送速度を示すランプ（一112ページ)。 



(16) (17)-1 (18) (16) (17)-2 (18) 


(1) □-プ□ファイル PCI ボード増設用ス□ット 

□ープ□ファイルタイプの PCI ボードを取りがけ 
るス□ット（一124ページ)。上から 3 C 、2 C 、 

1 C ス□、ソト。 

(2) セットスクリュー 

□ジ 、ソクカバーを 固定ず る ネジ。 

(3) フル八イト PCI ボード増設用ス□ット 

フル八イトタイプの PCI ボードを取り付けるス 
□、ソト（一166ぺージ)。上から3目、 2 B 、1 B ス 

□、ソ h 。 

(4) AC インレット 

電源コードを接続ずるソケット。 

(日） AC POWER ランプ 

電源コードから AC 電源を受電すると緑色に点滅 
し、装置の電源が ON されると緑色に点灯する 
(一113ページ)。 

(6) 電源ユニット（パワーサプライス□ット 1) 

本装置に DC 電源を供給ずる装置。 

(7) 電源ユニット増設用ス□ット（パワーヴプ 
ライス□ット 2) 

オプションの電源ユニットを取りがけるス□ット 
(一146ページ)。標準の状態ではブランクカバー 
が取りがけられている。 

(8) マウス/キーボードコネクタ 

添がの中継ケーブルを使用してマウス/キーボー 
ドを接続する（^に4ぺージ)。 

(9) SCSI コネクタ 

外がけの SCSI 機器と接続ずる（一に4ぺージ')。 

( 10 ) UID ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯ずる。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点滅ずる。 


装置背面 


( 1 ) 


(4) 



目目目目， n , 

□□□□□□□□「_ 

目目目目こ 

目目目目ご 

目目目目 

□□□□□□□□ 

目目目目 

目目目目 

目目目目 C 

□□□□□ 


、の 





























































ハードウエア編 105 


装置か観 



(1) ドライブ カバー 

(2) □ジック カバー 

(3) CD - ROM ドライブ 

(4) バックアップデバイスベイ 
(己）フ□ッピーディスクドライブ 
(目）八ードディスクドライブベイ 
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装置内部 


(1) に)-1 (2)-2 (3) (4) 



(1) SCSI バックブレーン 

(2) 冷却フアン 
に)-1 FAN 1 
に)-2 FAN 2 
に)-3 FAN 3 
に)-4 FAN 4 

(3) サポートバー 

(4) 電源ユニット 

(己）リモートマネージメントカード 

(6) マザーボード 

(7) ライザーカード 

(8) カバーオープンセンサ 


(9) DIMM (Slot 7と到こ2枚標準装備） 

り 0) プ□セッサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
り付け5れている） 

(11) プ□セッサダクト（破線部） 

(12) フ□ントパネルボード 

(13) 増設用ファンス□ット 

オプションの冗長ファンを取りがけるス□ット 

(13)-1 FAN 5 

(13)-2 FAN 6 

(13)-3 FAN 7 

(13)-4 FAN 8 
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マザーポー 



(1) 電源コネクタ 

(2) リチウムバッテリ 

(3) CMOS メモリクリア用ジャンパスイッチ 
(一233ぺージ） 

(4) アクセスランプ用コネクタり曽設 SCSI / 
ディスクアレイコント□—ラの LED 中継 
ケーブル接続用） 

(己）リモートマネージメントカード/アドバン 
スドリ モー トマネージメント カー ド用コネ 
クタ 

(目）3じ51コネクタ1(内蔵用八ードディスクド 
ライブとの中継用コネクタ） 

(7) SCSI コネクタ2 (内蔵バックアップデバイ 
スとの中継用コネクタ） 

外部 SCSI コネクタとの排他使用 

(8) パスワードクリア用ジャンパスイッチ 
(一233ぺージ） 


(9) PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜のボード用、100 MHz / 目 4 -bit • 3.3 V 
PCI - X ) 

(10) PCI ライザーカード用コネクタ（□—プ日 
ファイルのボード専用、6目 MHz / 目 4- bit . 
3.3 V PCI - X ) 

( 11 ) DIMM (インターリープタイプ用） 

ソケット（図の下のソケットから順截こ#8、#7、 
#6、妃、#4、#3、#2、 #1) 

(12) プ□セッヴ （ CPU ) ソケット 

(12)-1 プ□セ、ソサ# 1( CPU #1) 

(12)-2 プ□セ、ソサ# 2( CPU #2) 

(13) 冗長ファンジャンパスイッチ 

オプションのを却ファン（一192ぺージ）を取り 
がけた際に、冗長ファン機能を有効にずるジャン 
パスイ、ソチ 





































































108 各部のを称と機能 


ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意□末は次のとおりです。 

POWER ランプ（ず） 

本体の電源が ON の間、緑色に点なしています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。 


STATUS ランプ (A) 

八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点なします （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅し 
ているときは八ードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 


W -0 • ESMPR 0 またはオフライン保守ユーテイリテイをインス I ルしてお 

■to くとエラー □ グを参照することで故障の原因を確認することびできま 

す。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S か5シャットダウン 
処理びできる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(232 ページ参照)、一度電源コードを巧き差しして再起動させてくださ 
し、。 
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STATUS ランプの 
が態 

意味 

巧処方法 

緑色(こ点な 

正常(こ動作しています。 

— 

緑色(こ点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

目 I 0 S セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急じを換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が 0 FR こなっている。 

電源を ON にしてください。 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色(こ点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 

( ERR ) 

いったん電源を OFF (こして、電源を 
ON (こし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメ、ソセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社(こ連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 

アンバー色に点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実(こ 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

電圧異常をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

すべての電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどち6か一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どち6か一方の電源ユニッ 
卜の故障をお化した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 

ファンアラームをお化した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわ6ない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 

温度警告をお化した。 

内部ファンにホコリやチリがが着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ6ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 

電圧警告をお化した。 

保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 























110 各部のを称と機能 


ACT ランプ（品） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣じある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


DISK ACCESS ランプ （ i ) 

D に K ACCESS ランプは八ードディスクドライブベイに取りがけられている八ードディスク 
ドライブの状態を示します。 

八ードディスクドライブにアクセスするたびじランプは緑色に点なします。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点なしている場合は、 A - ドディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 


wO 内蔵ディスクアレイコント□—ラを取り付け、本体内蔵ディスクと接続した場 
合、ディスクアレイコント□—ラか5マザーボードへアクセスランプ信号ケー 
ブル（装置に内蔵）を接続ずる必要びあります。 


UID ランプ ( UID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設をしているときじ、装置前面にある UID スイ、ソ 
チを押すと、装置前面および背面の UID ランプが青色に点なし、保守をしようとしている装置 
を特をすることができます。 UID ランプを消なさせるには UID ランプを再度、押してください。 


PaI オフライン保ずユーティリティなどのソフトウエアからランプを点滅させる 

に巧 ことができます。 


ディスクアクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのディスクアクセスランプは、それぞれに 
セツトされているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 
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J \- ドディスクドライブのランプ 


八ードディスクドライブベイに搭載される 
D に K ランプは表示状態によって意巧が異な 
ります。 


• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブじアクセスし 
ていることを示します。 

• アンパ’一色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに 
取りがけている八ードデイスクドライ 
ブが故障していることを示します。 




ディスク アレイ （ RAID 1、 RAID 5、 RAID 10) を構成している場合は、1台の ハー 
ドディスクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急にディ 
スクを交換して、巧構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディスクの 
交換はホットスワップで行います）。 


• 緑色とアンパ’一色に交互に点滅 

八ードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。ディスクアレイ構成で、故障した八ードディスクドライブを交換すると自動 
的にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色と 
アンバー色に巧互に点なします。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点なします。 


W "0 U ビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
■to してか5ノ V — ドディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
ま意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません)。 

• J \- ドディスクドライブの取りがし/取り付けの間隔は 90 秒似上あけて 
<ださい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブび存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている間、緑色に点なします ( LINK )。 ネットワークポート 
が送受信を行っているときに緑色に点滅します ( ACT )。 

LINK 状態なのじランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コント□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。 

LAN ポートは、1000 BASE - T と100巨 ASE - TX 、 10巨 ASE - T をサポートしています。 

アンバ-色に点なしているときは、1000 BASE - T で動作されていることを示します。緑 
色に点なしているときは、100 BASE - TX で動作されていることを示します。消なしてい 
るときは、10目 ASE - T で動作されていることを示します。 


POST ランプ 

POST の状態を表す4つのランプがマザーボード上にあります。これらのランプは本体背面の 
スリット部分から見ることができます。電源を ON にした後、起動する POST がいつまで経っ 
ても終わらなかったり、ビープ音が何度も鳴ったりしている場合は、画面上のメッセージや 
ビープ音のパターンと併せてランプの表示パターンをメモしてから、保守サービス会社に連絡 
してください。 


c 


-(巧 

c 


-の 

こ 



cQ)DD 


ILj 目目 

V 

P 


LINK/ACT 
ランプ 


LINK / ACT ランプ 



LAN コネクタのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 


目目目目」 

□□□□□□□□「 

目目目□凸 

目目目目^ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

□□□□□□□□ 

目目目目 D I 
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D □目目 (^3) 〇〇〇 < 







パワーサプライイ 

ス□、ソト2 


パワーサプライ 

ス□ット1 


AC POWER ランプ 




オプションの電源ュニットを搭載してぃる場合は、一方の電源ュニットが故障 
しても、もう一方の電源ュニットで運用を続けることができます（冗長機能）。 
また、故障した電源ュニットはシステムを停止することなく、ホットスワップ 
(電源 ON のまま）で交換できます。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニ、ソトには 、 AC POWER ランプがあります。 AC インレツトに電源コードを 
接続して AC 電源を電源ユニツトが受電すると緑色に点滅します。 

本装置の電源を ON にするとランプが緑色に点なします。本装置の電源を ON にしてもランプが 
点なしない、またはアンバー色に点なまたは点滅する場合は、電源ユニツトの故障が考えられ 
ます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交換してください。 


AC インレット 


c 

响 

c 

-- 均 
じ 


目□目目□/ 

目□目目百 
目□目目己 
□□□□□□□□ 
□□□□□□□□ 
□□□□□□□□ 

目□目目 DC 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は曰 A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM 
の中にもオンラインド羊ュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお 
間い合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
るまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定 m がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 


参 

1人で搬送•設置をしない 

参 

荷重び集中してしまうような設置はしない 

〇 

参 

1人で部品の取り付けをしない 

参 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

参 

複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


参 

定格電源を越える配線をしない 


参 

腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾斜がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、ぶ蔵庫などのおく）。 
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• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
存在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類のおくや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考えられる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会せに連絡してシールドエ事 
などを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおく I こ設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください）。 



ラック内部の温度上昇とエアフ □— について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だつたりずると、 
ラック内部の温度び各装置か5発する熱によつて上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10° C 〜3已で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびあります。運用中に 
ラック内部の温度び保証節囲を超えないよララック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックか5の取り外し 

本装置をラックに取りがけます用又り外し手順についても説明しています)。 



警告 


AG 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格がのラックで使用しない 

• 指定 m がの場所に設置しない 


A ミ主意 


A(S) 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。乂傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け部品の確認 

ラックへ取りがけるために次の部品があることを磕認してください。 


1x8 

M 5 ネジ 


疹 X10 

M 5 コアナット 


必要な工具 

ラックへ取りがけるために必要な工具はプラスドライバとマイナスドライバです。 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他社ラックに取りがけることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 
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• ラック搭載前の準備 

装置運搬時の脱落防止のために、スライドレールをネジで固をしてあります。ラックへ 
取りがける前に、コアナツトを取り外してください。 



• レールアセンブリの取り外し 

本体に取り付けられているスライド式のレールを取り外します。 

レールを持ってゆっくりと装置後方へスライドさせてください。しばらくすると、「力 
チ、ソ」と□ックされます。 


本体左ちの側面にあるレリーズレバー 
を押して、□ックを解除しながら本体 
から取り外します。 



レールアセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態になります。 




• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。ど 
ち5側のインナーレールか5取り外したものかわかるように巧を付けるな 
どして区別してください。複数の本装置を設置する際もどの装置のどち5 
側のインナーレールか5取り外したものびわかるように区別してくださし、。 

• レノ '；’一 やレールで指を挟まないよう十分を意してください。 
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%) 


riu 」 ほに口で 
見分けること 
ができる。） 



装置刖が 
(左ちにを3個) 


コアナットはラックの内側から取りが 
けます。一方のツメを引っかけてから、 
マイナスドライバなどを使ってもう一 
方の、ソメをラックのフレームに引つか 
けます。 


♦ レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリには左用とち用があります。下図を参照して左用、ち用を確認して< 
ださい。 

前面側 背面側 

nr ~~ '1 ID ' — ‘ ーロ lb 

左用 



ネジ穴（ラックの奥行きに合わせて長さを 
調節する。ネジは軽く締めておく。） 


装置背面 
(左ちにを2個) 



• コアナットの取り付け 

装置に添付のコアナットをラックに取り付けます。 


□日口 Q Q 顏 P 画 P P pp a n 



)1 ~~ of 
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1 . コアナットを取り付けた場所に 
レールのフレームを合わせる。 

コアナットとレールのフレームで 
ラックのフレームを挟むように位 
置させ、レールの長さを調節して 
ください。 




2. 前面と背面をネジで固定する（各2 
本)。 



3. レールの長さを調節するネジを固定する。 
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• 本体の取り付け 


A ミ主意 




装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 


1 . 左ちのレールアセンブリのスライ 
ドレールを□ックされるまで引き 
出す。 


2. 2人上で本装置をしっかりと 

持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取りがけたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し a みます。 
途中で本装置が□ックされたら、 
側面にあるレリーズレバー（左ち 
にあります）を押しながらゆっく 
りと押し込みます。 

初めての取り付けではを機構部品 
がなじんでいないため押し込むと 
きに強い摩擦を感じることがあり 
ます。強く押し a んでください。 




wO レバーやレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 
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3. 本装置を何度かラックから引さ出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


^ • ラック内の他装置と麟接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 

本装置の崖体が干渉していないことを確認して<ださい。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
がけ直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールが ラ、ソ 
クのフレームに当たり、引き化せない場合は、スライドレールを取りが 
け直してください。 


本体の固定 

1 . 本体をラックへ完全に押し込む。 

2. 前面の左ちにあるセットスク 
リューでラックに固定する。 

3. フ□ントべゼルを取り付ける。 
























122 設置と接続 


取り外し手順 

次の手順で本体をラ、ソクから取り外します。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

^ り 

参 

参 

1人で持ち上ばない 
指を挟まない 

参 

ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


参 

ラックび不安定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 


参 

複数台のデバイスをラックか5引き出したが態にしない 


参 

動作中に装置をラックか5引を出さない 


1. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

2. 本装置の電源が日 FF になっている 
ことを確認してから、本装置に接 
続している電源コードやインタ 
フエ -スケーブ )レをすべて取り外 
す。 



3. くオプシヨンのケーフルアームを取り付けている場合のみ> 

ケーブルアームを本装置から取り外す。 


4. 前面のセツトスクリュー2本をゆ 
るめる。 

己.八ンドルを持ってゆっくりと静か 
にラックから引さ出す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされま 
す。 


セツトスクリュー 



八ンドル 
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6. 左ちのレリーズレノ く一を押して 
ラックを引を出す。 

ラックの機構部品も取り外す場合 
は、 r 取り付け手順」を参照して取 
り外してください。 




• 複数名で装置の底面を支えなび5ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出したが態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置び落下するおそれびあり、を険です。 

• レバーやレールで指を挟まないよう十分を意してください。 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面と背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次 
ページの國は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


wO 無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、ヴーバスイッチ ユニッ トへの接続-設定などシステム構成に関ずる要求び 
ございました5、保守ヴービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



瓜爪 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につなびない 


A ミ主意 


装置を安全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定似がのコンセントに差し込まない 

A A 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定 m がの電源コードを使わない 


参 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 

1、 


参 

指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 
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シリアルインタ 
フェースを持つ機器 
(管理 PC など）42 





*1 USB キーボード/マウスはサポートしていません。 

*2 専用回線へ直接接続することはできません。 

管理 PC などのコンソールの接続はシリアルポート B のみ可能です旧 IOS の設定が必要）。 
*3 添がの分岐ケーブルを使用しまず。 

*4 電源コードは、下のサーキットブレーカに接続すること。 

*5 内部 SCSI コネクタとの排他使用。 
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W "0 • 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 

■to し ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• 體社似が（サードパーテイ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置び本装置で使用 
できることをあ5かじめ5崔認してください。サードパーテイの装置の中 
には本装置で使用でをないものびあります。 

• SCSI の規格によってケーブル長 （ SCSI 機器内部の接続ケーブル長を含 
めたケーブルの全長）には制限びあります。詳しくはお買い求めの販売 
店または保守サービス会社にお問い合わせください（本体内部の SCSI 
ケーブル長は0.1 m でず)。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 回線に接続する場台は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださし、。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイで固定してくださ 
い。 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当た5ないよラ 
フオー三ングして<ださい。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフオー 
ミングしてください。 装置を引き出したときに電源コードび抜けるのを 
防ぐためでず。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないよラにしてください。 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービス〕ン 
セントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには、 「SWITCH OUT」 と 「UN-SWITCH OUT」 という2種類の〕 
ンセントがあります （rOUTPUTI」、「0UTPUT2」 と呼ぶこともあります）。 

<例> © © 2 ® 



UN-SWITCH OUT SWITCH OUT 

(0UTPUT2) (OUTPUT 1) 


UPS を制御するアプリケーシヨン ( ESMPRO / UPSController など)から電源の制御をしたい場 
合は 、 SWtCH OUT に電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN - SWITCH 0 UT に電源コードを接続します （24 時間稼働させる 
モデムなどにはこのコンセントに接続します)。 

本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るためじ本体の目 I 0 S 設をを変更してください。 

BIOS のに erver 」一「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
をすることができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は 、 「Power On 」 を選択してく 
ださい)。詳しくは217ページを参照してください。 


































ハードウエア編 127 


基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの巧り付け • 取りかし 


本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ、 5.25 インチデバ 
イスを取り扱うとき、八ードディスクドライブベイへの八ードディスクドライブの取り付け/ 
取り外しを行うときはフ□ントべゼルを取り外します。 


W"0 フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ックを解除しないと開けるこ 
BM とびでさません。 

フ□ントべゼルの取り付け•取りがし時に POWER スイッチを}甲さないようを 
意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽 
く押しながら回して□ックを解除する。 


細 

解除 □ック 


2. フ□ントべゼルのち端を軽く持つ 
て手師こ引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 



フ □ントべゼルを取りがけるときは、 フ □ントべゼルの左端のタブを本体の フレームに 引つか 
けるようにしながら取り付けます。取りがけた後はセキュリティのためにち羊一で□ックして 
ください。 


フレーム 
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電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 



マザーボード上にある本装置を監視する「サーバーマネージメント論埋回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を OFF にした後は、電源が OFF の状態から POWER スイッチを押 
すまでに約10秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サーバーマネージメント論埋回路が要求するものです。 


1 . ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 

✓ 無停電電源装置 (UPS) などの電源制御装置(こ電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON (こなっていることを確認してください。 

2. フ□ントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
□ゴ」が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを}甲ずま 
で10秒 m 上の時間をあけてください。 

• 「NEC」 □ゴおよび□ゴ下側に何5かの文字び表示されるまでは電源を 
OFR こしないで < ださい。 



POWER スイ、ソチ 


「 NEC 」 □ゴを表示している闇、本装置は自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧くださし^。 
POST を完了すると OS が起動します。 


^ POST 中(こ異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
巨!^ 317ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、车ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


化荷時の設をでは POST を実行している聞、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。（く Es に羊一を押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 





BIOS のメニユーで < Esc > キーを押さなくても、はじめから POST の診断内容を 
表示させることができます。 「 BIOS のコンフイグレーシヨン」の 「Advanced 
(208 ぺージ）」にある 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 の設定:を 「 Enabled 」 に 
切り替えてください。 


POST の実行内容は常に磕認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の闇に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 


• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 

Ito てください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に口 ressAnyKey」 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要ホしているためのものです。 
オプションの説明書を確認してか5何かキーを巧してください。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがし/取り付けているス□ット 
の変更をしてか5電源を ON にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ボードの構成に誤りがあることを示ずメッセージを表示して POST を 
いったん停止ずることびあります。 

この場合はく F 1 >キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーテイリテイを使って設 
定できまず。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されます。本体に搭載されて 
いるメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまでに数分かかる場合もあ 
ります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表示をするのに約1分程 
の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 

3. 本体に内蔵の SCSI コント□ーラを検出し、 SCSI 巨 I 0 S セットアップユーティリ 
ティの起動を促すメッセージが表示されます（そのまま何ち入力せずにいると数秒 
後に P 日 ST を自動的に続けます)。 

Press く CtrL > く A > for SCSISeLect(TM ) UtiLity ! 

ここで <(：が>车一とく A > 羊一を押すとユーティリティが起動します。設を方まやパ 
ラメータの機能じついては225ページを参照してください。 

ユーティリティを使用しなければならない例としては次のような場合があります。 

• バックアップデバイスベイに SCSI 機器を取り付けた場合 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 
本体の PCI バスに複数の SCSI コント□ー ラボードを搭載しているときは 、 SCSI 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージを表示します。 

4. 接続している SCSI 機器が使用している SCSI ID 番号などを画面に表示します。 

日.しばらくすると、 マヴー ボードにある BI 日 S セットアップ ユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。 

Press く F2> to enter SETUP 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている闇に < F 2> 羊一を押します。 
設を方まやパラメータの機能については、199ページを参照してください 。 SETUP 
を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

6. オプションのディスクアレイコント□-ラを搭載している場合は、ディスクアレイ 
巨 I 日 S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます（搭載 
したボードによって起動メッセージや操作が異なる場合があります)。 

詳しくは、ボードに添付の説明書を参照してください。 

7. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を 0 FR こしてから、約10秒ほど時間をあけ 
て ON にして本装置を起動し直してください。 


0 S をインス I ルするまではパスワードを設定しないでくださし、。 


8 . 


P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用-保守編」を参照して<ださい。 


W -0 保守サービス会社に連絡ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 
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複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために装置の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」がもうけられて 
います。 

前面にある UID (ユニット ID ) スイッチを押すと UID ランプが点なします。もう一度押すとラ 
ンプは消灯します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを使って保守す 
る本装置を磕認してから作業をすることをお勤めします。 



装置前面 


Y 


装置背面 


Q 



UID スイ、ソチ UID ランプ 


圓 






源の OFF 


次の順唐で電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS じ添 
付の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 日 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある P 日 WER スイッチを押す。 

POWER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 


サーバの it 認 （ UID スイッ 



II 


。ペ LU 




□□□□□□□□□□□□□a 


□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 
□ □□ 


lit 


〇 

座 


目□□目目」 
目□□目□旦 

目 □□□ 目 dl 

目□□□目己 
□□□□□□□□ 
□□□□□□□□ 
□□□□□□□□ . 

□□□□□□□□□ 
目 □□□ 目 DC 
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フロッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）•保存（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク C 720 K バ 
イト）を使用することができます。 

フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点な）になっていることを確認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジエクトボタンが少し飛び化します。 

イジエクトボタンを押すとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
ら取り化せます。 

• フォー マットされていない フ□、ソピー ディスクをセットすると、ディス 

I チェック 1 クの内容を読めないことを®6せるメッセージやフォーマットを要求す 

るメッセージが表示されます。 0S に添付の説明書を参照してフ□、ソ 
ピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON (こしたり、再起 
動するとフ□、ソピーディスクか6起動します。フ□、ソピーディスク内に 
システムがないと起動できません。 

• フ□、ソピーディスクアクセスランプが消なしていることを確認してか6 
フ□、ソピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点灯中に 
取り化すとデータが破壊されるおそれがあります。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
にできていますので、次の点にを意して取り扱ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼りがけてください。 

• 銷筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクじ書き) A んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりの多いところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直新日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの液体のお<や薬品のお<には置かないで<ださい。 

• 磁石など磁気を帯びたちのをおづけないで<ださい。 

• クリップなどではさんだり、落としたりしないでください。 
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• 磁気やほこりから保護できる専用の収納ケースに保管して<ださい。 

• フ□、ソピーディスクは、保存している 
内容を誤って消すことのないようにラ 
イトプ□テクト（書き a み禁止）がで 
きるようになっています。ライトプ〇 
テクトされている フ □、ソピーディスク 
は、読み化しはできますが、ディスク 
の フォーマッ トやデータの書き込みが 
できません。重要なデータの入ってい 
るフ□、ソピーディスクは、書き込み時 
W 外はライトプ□テクトをしておくよ 
うお勧めします。 3.5 インチフ□、ソ 
ピーディスクのライトプ□テクトは、 

ディスク裏面のライトプ□テクトス 
イッチで行います。 

• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記'憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフ□、ソピーディスクは必ずバックアップをとってください。） 



書き込み不可書き込み巧 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD-ROM (読み出)し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフ□、ソピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速に読み化すことができます。 


A ミ主意 




装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD - ROM のセツト/取り出し 

CD - ROM は次の手順でセツトします。 


1 . ディスクを CD - ROM ドライブにセツトする前に本体の電源が日 N ( P 日 WER ランプ 
が緑色に点灯）になっていることを確認する。 


2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 


トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引さ出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 



4. ディスクの夕字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


◎ 
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日.図のよラに片方の手でトレーを持 
ちながら、もラー方の手でトレー 
の中/こ\にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 
トレーにセツトする。 




ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じように CD トレーイジェクトボ 
タンを押してトレーを引き化します。 

アクセスランプがオレンジ色に点灯してい 
るときは CD にアクセスしていることを示し 
ます。 CD トレーイジェクトボタンを押す前 
にアクセスランプがオレンジに点なしてい 
ないことを確認してください。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
う一方の手でトレーの中ムにある駆動部分 
を押さえながらデイスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り化します。 



CD - ROM を取り化したらトレーを元に戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が取り化せない場合は、次の手順に従って 
CD - ROM を取り化します。 

1. P 日 WER スイッチを押して本体の電源を日 FF ( P 日 WER / SLEEP ランプ消！打）にす 
る。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引さ伸ばして代用でさ 
る）を CD - R 日 M 前面ち側にある 
強制イジェクトホールに差し込ん 
でトレーが出てくるまでゆっくり 
と押す。 


3. トレーを持って引さ出す。 

4. ディスクを取り出す。 

日.トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行っても CD - ROM び取り出せない場台は、保守サービス 
会社に連絡してください。 


口 



強制イジ ェクトホール 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点にミ主意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• CD - ROM を落とさないでください。 

• CD - ROM の上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

参 CD - ROM にラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• 车ズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD - ROM に書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直新日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 







138 基本的な操作 


• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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内蔵オプシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついては その 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは薛社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• 八ードウエア構成を変更した場合ち、必ずシステムをアップデートして 
ください（已7ページまたは90ページを参照)。 


安き上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


AA 

A® 

您)戀 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくださし >。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



么ミち意 



瓜爪 

A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 
高温ま意 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構ぶされています。取りがけ/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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巧り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. 日 S のシャツトダウン処理を行う。 


2. セキュリティキーでフ□ントべゼ 
ルの□ックを解除して、フ□ント 
べゼルを取り出す。 



セキュリテイ□ツク 


3. P 日 WER スイッチを押して本装置 
の電源を OFF ( POWER/SLEEP 
ランプ消な）にする。 

4. 本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 


じ(上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライバとマ 
イナスドライバが必要です。用意 
してください。 
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取 D 付け/取 D かしをの確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取りがした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けて<ださい。取 
りがけを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままじして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを磕認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな LJ ます。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルがぶ却用の穴をふさいでいないことを確認して<ださい。ぶ却 
効果を失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや目 IOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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巧り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本装置の前面じは、約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを搭載することがで 
きる八ードディスクドライブベイがあります。 

八ードディスクドライブは専用のドライブ羊ヤリアに搭載された状態で購入できます。また、 
ドライブ车ヤリアに搭載された状態のまま装置に取り付けます。 


wO • 脾社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
1 M しヴードパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、 

j \- ドディスクドライブだけでなく本体び故障ずるおそれびありまず。 
次に示すモデルをお買い求めください（200已年日月現在）。 

( SCSI ) 

- N 81已 0-163(73.2 GB 、 10000 rpm 、 Ultra 32 0) 

- N 81已 0-1 7 1(1 4巨 GB 、 10000 rpm 、 Ultra 32 0) 

- N 81已 0-1 92 (300 GB 、 10000 rpm 、 Ultra 32 0) 

- N 81已 0-1 巨已 (36.3 GB 、 15000 rpm . Ultra 32 0) 

- N 81己 0-172(73.2 GB 、 15000 rpm . Ultra 32 0) 

- N 8 1 曰 0-1 93( 14 巨 GB 、 1己000 rpm 、 Ultra 32 0) 

( SAS ) 《 N 81已 4-10 SAS バックパネル増設時 
- N 81己 0-199(36.3 GB 、 15000 rpm . SAS ) 

- N 81己 0-200(73.2 GB 、 15000 rpm . SAS ) 

- N 8 150-201 (146 GB .1 己000 rpm 、 SAS ) 

• ディスクアレイを構築する際は、 RAID レベルを RAIDO 、 または 
RAID 1、 RAID 已、 RAID 0+1 のいずれかに設定してください。 
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SCSI ID または 、 SAS Port について 


八ードディスクドライブベイには最大で6台の八ードディスクドライブを搭載することがで 
きます。搭載するス□、ソトによって八ードディスクドライブの SCSI ID または SAS Port が固を 
でまめられています。下図を参照してください。 


SCSI IDO 
SAS PortO 

SCSI ID 1 
SAS Port1 

SCSI ID2 
SAS Port2 


SCSI IDS 
SAS Ports 



SCSI IDS SCSI ID4 

SAS Ports SAS Port4 


A - ドディスクドライブベイは、化荷時の構成でマザーボード上の SCSI コント□ーラに接続 
されています。これらの八ードディスクドライブをディスクアレイで使用する場合は、マザー 
ボード上の SCSI コント□ーラのつながったコネクタからディスクアレイコント□ーラのコネ 
クタにケーブルをつなぎかえます。ケーブル接続の切り替え方まについては「ディスクアレイ 
コント□ーラボード」 （176 ページ）を参照してください。 

SCSI IDO または 、 SAS Porto のベイを除く八ードディスクドライブベイにはダミースポンジ 
が入っています。ダミースポンジは装置内部のを却効果を高めるためのものです。八ードディ 
スクドライブを搭載しない場合にはダミースポンジを取りがけてください。 


取り付け 


次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソトへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


wO ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成する八ードディスク 
置3 ドライブの容量などの仕様び同じものを使用してください。 


1 . 141ページを参照して準備をする。 

2. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□、ソトは本装置に6つあります 。 SCSI D または 、 SAS Port 番号のルさい順に取 
りがけてください 。 SCSI ID または 、 SAS Port はス□、ソトの位置で巧まっています。 
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3. ダミースポンジを取り外す。 

ダミースポンジは SCSI DO また 
は 、 SAS PortOJU 外のス□ットに 
取り付けられています。 



夕’ミースポンジは大切に保管しておいてくださし、。 



日.ドライブキヤリアと八ンドルを 
しっかりと持ってス□ットへ挿入 
する。 




• ハンドルのフックびフレームに当てるまで}甲し込んでください。 

• ドライブキャリアは両手でしっかりとていねいに持ってくださし、。 
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• 八ンドルとドライブキャリアに指を挟まないようにま意してくださし、。 

• さ5にしっかり入っているか、再度}甲し込んでください。 


^ 押し 3A むときじ八ンドルのフックがフレーム(こ引つかかつていることを確認 
医て巧！ してください。 


7. 本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して「目00 1」一 
「Hard Disk」 サブメニューで起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 


8. 取り外したフ□ントべゼルを取り 
付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体 
のフレームに 引つかかるようにし 
てから取り付けてセ丰ュリティ 
车一で□ックします。 


フレーム 
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取り外し 

次の手順で八ードディスクドライブを取り外します。 


^ 八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外す場合は、八ード 

巨!^ ディスクドライブの DISK ランプがアンバー色に点灯しているス□、ソトをあ6 
かじめ確認してください。 


D に K ランプ 


1. 141ページを参照して準備をする。 

2. レノ く一を押して□ックを解除し、 
八ンドルを開く。 


3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 

4. A - ドディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 


己.本装置の電源を日 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」一 
「Hard Drive 」 サブメニューで起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 



































148 内蔵オプシヨンの取りがけ 


目.取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの交換後、交換した新しい八一 
ドディスクドライブに巧換前までの情報を記録することにより、故障を起こすじ(前の状態に戻 
すことのできるオートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5、 RAID 0+1 に設をされているディスクアレ 
イで有効です。 

オートリビルドは、故障した八ードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの巧換）するだけで自動的に行われます。オートリビルドを行っている間、八ード 
ディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色に巧互に点なしてオートリビルドを 
行っていることを示します。 


Bi 


• 才ートリビルドに失敗ずると、八ードディスクドライブにある D 旧 K ラ 
ンプびアンパ’一色に点なしまず。もう一度ディスクの取りタル/取り付 
けを行ってオートリビルドを実行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインス I ルしている場台は次の 
ような表示や動作をずることびありますび、オートリビルド終了後、 
才ートリビルドを行った八ードディスクドライブの D 旧 K ランプびアン 
バー色に点!打していなければ、オートリビルドは正常に行われていま 
す。 

- 才ートリビルド中に 「Rebuild was canceled 」 と画面に表示さ 
れる。 

- オートリビルドをいったん終了して再開しているような動作をす 
る。 


オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
OFF にしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒 W 上の闇隔をあけて行ってくだ 
さい。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブがある場合は、ディスクの交換を行わないで 
ください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色 
に交互に点なしています)。 
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電源ユニット 

万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す（冗長機能)。 

取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 

1 . 141ページを参照して準備する。 

W -0 ^^、ず電源を〇ドドにしてください。誤動作や故障の原因となります。 


2. ブランクカバーを取り外す。 

ち國のようにレパーをつまんで取 
り外してください。 


W -0 取り外したカバーは大切に保管しておいてくださし、。 
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電源ユニット接続端モ部分には触れないでください。 


4. とつ手をにざりしっかりと押し込 
む。 


「カチ、ソ」と音がして□ックされま 
す。 
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日.電源コードに本）を接続する。 

標準で添付されていたものと増設 
した電源ユニットじ添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると AC POWER ランプが点 
滅します。 


6. 本装置の電源を日 N にする。 

AC POWER ランプが点灯します。 

7. 



STATUS ランプや P 日 ST で電源ユニットに関するエラー表示がないことを確認す 


る。 


エラー表示の詳細じついては317ページを参照してください。 

また、 AC POWER ランプが消なしている場合は、もう一度電源ユニットを取り付け 
直してください。それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 


故障した電源ユニットの交換 

巧換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


正常に動作している 電源 ユニットを取りがさないでください。 



本装置の電源ユニットを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼働中（電源 ON の状態）に故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（次の手順1.をとばしてくださし、）。 


1 . 背面にある電源ユニットのランプの表示 （AC POWER ランプがアンバー色に点 
好）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. 故障している電源ユニットの AC コードをめく。 
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3. 電源ユニットのとつ手をにざり、 
レノ く一を押さえながら手前に引 
く。 

4. 電源ユニットを取り外す。 



I の 


日.電源ユニットを交換せず1台の電源ユニットで運用する場合は、「取り付け」の手 
順2.で取り外したカバーを取り付ける。 


wO 装置 内部の冷却効果を保持するためにも 電源 ユニットを取り付けていないス 
■to □ットにはブランクカバーを取り付けてください。 


6. 「取り付け」の手順5.〜7.の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後 
の確認をする。 



2台の電源ユニットで動作していた本体の電源ユニットを電源 ON のまま交換 
したときは、電源ユニット POWER ランプが点灯します（運用を停止している 
間に交換したときは電源コードを接続するとランプが点滅し、電源を ON にす 
ると点灯します）。 
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本装置（ラックか！5の引き出し） 

八ードディスクドライブと電源ユニットの除く内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装置 
をラックから引き化した状態で行います。 


A ミ主意 


A\A\ 

A A 


Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 产ご曰;う音 

• ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引を出した状態にしない 


1 . 141ページを参照して準備する。 

2. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 


3. 前面のセットスクリュ ー2 本をゆ 
るめる。 

4. 八ンドルを持ってゆっくりと静か 
にラックから引を出す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされま 
す。 



セツトスクリュー 



八ンドル 


ラックへ戻す場合は、本体側面のレールにあるリリースレバーを押して、ラッチされた状態を 
解除してください。このときに指を挟んだりしないようにを意してください。 




















154 内蔵オプシヨンの取りがけ 


ドライブ カバー 

ファンおよび、 CPU 、 バックアップデバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変 
更するときはドライブカバーを取り外します。 


取り外し 


1 . 141ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す （1 日3ページ参照)。 


3. ドライブカバーにある□ックボタ 
ンを押しながら装置前面へスライ 
ドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 


ドライブカバーを取りがけるときは、ドライ 
ブカバーのタブが本体 フレーム じ磕実に差 
し込まれていることを確認して、ドライブカ 
バーを背面へスライドさせてください。ドラ 
イブカバーを本体背面に向かつてスライド 
させると「カチ、ソ」と音がしてドライブカ 
バーが □、ソ クされます。 
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□ジックカバー 

DIMM および、 CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときは 
□ジ 、ソクカバーを 取り外します。 


取り外し 

1 . 141ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す （1 日3ページ参照)。 

3. □ジックカバーの背面にあるセッ 
トスクリ ユーを ゆるめ装置背面へ 
スライドさせる。 

4. □ジックカノ く一を持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 


□ジ、ソクカバーを取りがけるときは、□ジツ 
クカバーのタブが本体フレームに確実に差 
し込まれていることを確認して、□ジ、ソクカ 
バーを前面へスライドさせてください。最後 
じ背面にあるセツトスクリューを固をして 
ください。 



















156 内蔵オプションの取り付け 



前面側 


Group# 1 [ 
(3roup#2 [ 
(3roup#3 [置 
(3roup#4 [ 


DIMM #1. 
DIMM #2- 
DIMM #3- 
DIMM #4- 
IMM 把 - 
IMM #6- 
DIMM #7- 
DIMM #8- 



DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケットに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが8個あります。 




メモリは最大1 6GB(2GBX8 枚）まで増設できます（標準装備の DIMM も交換が 
必要）。出荷時には、 DIMM #7と#8に 512MB の DIMM を搭載しています。 


m 


DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は140ページで詳しく 
説明しています。 

薛社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードび故障す 
るおそれがあります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損に 
ついての修理は保証期間中でち有料となりまず。 


DIMM の増設順序 

DIMM は、 DIMM 番号の大きい順に DIMM 容量のルさいものから2枚単位で増設します。 


例） DIMM # ス8 
DIMM #5,6 
DIMM #3,4 


512 MBX 2 
1 GBX 2 
2 GB X 2 
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インタリーブ装置であるため、 Group 単に2枚の DIMM を増設してくださ 
い。1つの Group 内に異なる仕様# 2 の DIMM を実装すると正常に動作しませ 
ん。 

*1 Group 単位とはイラストで示ず#1 と杜 2、#3と#4、# 己と拌 目、#7 と拌 8 
でそれぞれ1単位でず（記号はマザーボード上にも印刷されていまず)。 

*2 DIMM の仕様は、 DIMM に貼ってあるラベルに下記の内容で表示されてい 
まず。 

(例）400 MHz • Bufferred -曰 12 MB • □ウアドレス12ビット-カラ 
ムアドレス10ビット - Single side の場合 


400 /B / 512 / R 12 CIO S 



取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

— 本装置では、 Low-profile (□—プ□ファイル： DIMM ボードの高さが 30 mm 
(1.2 インチ） ly 下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ ly 夕+ ( そ 
れ杉上高い） DIMM はサポートしていません。 

1 . 141ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 日3ページ参照)。 

3. □ジックカバーを取り外す （1 日4ページ参照)。 












158 内蔵オプションの取り付け 



^ • DIMM の向き(こま意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

民ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押しジ^むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 

端子部分を破損するおそれがあります。 


DIMM が DIMM ソケットに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 

日.手順1.〜3.で取り外した部品を取り付ける。 

6. P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については317ページを参照してください。 

7. SETUP を起動して rAdvancedJ - 「 MemoryConfiguration 」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確 
認する （209 ページ参照)。 

8. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは208ページをご覧ください。 

9. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモ ijx 1.己）上に設定する。 

Windows Server 2003の場合は30ペー义 Windows 2000の場合は67ページを参 
照してください。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 



Ifi ック I 


• 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 
ラーメッセージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認して 
ください。 

• DIMM は最低2枚1組搭載されていないと本装置は動作しません。 


1 . 141ページを参照して準備をす 
る。 

2. 本体をラックから引き出す 
(1 日3ページ参照)。 

3. □ジックカバーを取り外す 
(1 日4ページ参照)。 

4. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

己.手順3.で取り外した部品を取り付ける。 

6. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、317ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して rAdvancedJ - 「Memory Configuration」-「Memory 
Retest 」 を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする 
(209 ページ参照)。 

8. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは208ページをご覧ください。 
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プ□セッヴ ( CPU ) 

標準装備の CPU ( Intel ® Xeon ® Processor ) に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプ日 
セ、ソサシステムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃びしてか 5CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
し、たりしないでください。静電気に関ずる説明は140ぺージで詳しく説 
明していまず。 

• 取り付け後の確認びできるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 轉社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーボードび故障する 
おそれびありまず。また、これ5の製品び原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でち有料となりまず。 



背面側 


マザーボード 



オプションの CPU の中には異なるレビジョンのものが含まれている場合があ 
ります。異なるレビジョンの CPU を混をして取り付けた場合、 Windows ではイ 
ベントビユーアのシステムログに必下のようなログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 


1 . 141ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 日3ページ参照)。 

3. ドライブカバーと□ジックカバーを取り外す （1 日4ページ参照)。 



サポートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

ネジを取り外すときは、サポートバーをしっかり押さえなが6行ってくださ 
い。 



6. CPU ソケットの位置を確認する。 

7. ソケットのレバーを持ち上る。 




レバーは止まるまで完全に開いてください。レバーは120度切上開きます。 





























162 内蔵オプションの取り付け 



^ CPU の向きにミ主意してください。 CPU とソケツトは誤挿人を防止するためじ 
民エック I CPU とソケツトにはピンマークがあります。 CPU とソケツト側のピンマークを 
確認して正しく取り付けてください。 
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^ ヒートシンクの向きにを意してください（下図参照）。 

区エックI 



11. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジはたすきがけの順唐で4つを 
仮どめしたあとに本締めしてくだ 
ぎい。 



12. ヒートシンクがマヴーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 



• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してか5、も 
う一度取り付け直してください。 

CPU び正しく取り付け5れていないとヒートシンクを水平に取り付け 
5れません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 






































































































164 内蔵オプシヨンの取りがけ 


13. プ□セッヴダクトを取り付ける。 

ち図を参照して、取り付けて<だ 
さい。 


14. サポートバーを取り付ける。 


プ□セ、ソサダクトの巧り返し部分 
がサポートバーの内側に差し込ま 
れていることを確認してくださ 
い。 



サポートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

民エック I ネジを取りかすときは、サポートバーをしっかり押さえなが6行ってくださ 
い。 


1日. rAdvancedJ メニユーの [Reset Configuration DataJ ^ 「Yes」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは208ページをご覧ください。 

1 6. Windows で、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ(上の CPU で運用する場 
合に下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプ□セ、ソサ 
PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプ□、ソサ PC 」 に変更し、メッセージに従っ 
て再起動後、システムのアップデート （57 ページまたは90ページ）を行う。 
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取り外し 


CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1.〜6.を参照して取り外しの準備をした後、手順 
11.〜7.の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平 
に少しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の3項目を参照 
してください）。 


Hi 


• CPU の故障 m がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートび CPU に粘 
着している場合びあります。ヒートシンクを取りがず際は、左ちに軽く 
回して、ヒートシンクび CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがすと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれびあります。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1 . SETUP を起動して 「 Main」-「Processor Settings」-「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(207 ページ参照)。 

CPU を交換した場合は、 「 Main 」一 [Processor Settings ] の順でメニューを選択 
し、増設した CPU の ID および L 2 CacheSize が正常になっていることを確認してくだ 
さい （207 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは208ページをご覧ください。 
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PCI ボード 

本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカードに種類）」をマザーボー 
ド上に搭載しています。ライザーカードには PCI ボードをを3枚ずつ取りがけることができま 
す洽計で6枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□、ソトにネ、ソトワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 


，■〇 • PCI ボードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。 

量 a ヴーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5 

PCI ボードを取り扱ってください。また、 PCI ボードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ボードおよびライザー 
力ードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は140ページで詳しく説明していまず。 

• 取り付けることびできる PCI ボードの組み台わせには制限事項びありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せ < ださい。 

参 Low-profile (□—プ□ファイル）タイプと Full-height (フルノ V イト） 
タイプの PCI ボードで接続できるライザーカードび異なります。ボード 
の仕様を確認してか5取り付けてください。 

• SCSI コント□—ラやディスクアレイコント□—ラ、 LAN ボード(ネット 
ワークブート)、円 bre Channel コント□-ラで、 0 S びインス! -- ルさ 
れた八ードディスクドライブを接続しない場台は、そのボードの ROM 
展開 (BIOS ユーティリティの起動など)を無効に設定してください。設 
定方法についてはに章八ードウエア編- BIOS のセツトアップ」を参 
照してください。 



3C 

2C 

1C 


；>nnnnnnnnn if 


|®uuuuuuuuu 111111 


□□□□□□□□[ 


□□□□□□□□□□ 
I□□□□□□□□□□ 


o 


闘 II 删 


劉け 


ミ蟲議 


气 Ik 


Ih 


w 


IkjQ 目目 CJS 〇。〇 < 


3B 

2B 

旧 


ライザーカード 


































































































ハードウエア編 167 


注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点についてを意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないようを意してくだ 
さい。手のミ由やミちれがが着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる PCI ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してから取り付けてください。 

• N 8103 -80/81 ディスクアレイコント□ーラを取りがけたス□、ソトの部品実装面の次の 
ス □、ソ トにボードを取り付けている場合は、 ディ スクアレイコント□ーラボード上の 
LED コネクタとマザーボード上の DAC LED コネクタを本装置に添付の LED 中継ケーブル 
で接続することはできません（ディスクアレイコント□ーラに接続された八ードディス 
クドライブのアクセス状態を本体前面のディスクアクセスランプに表示させることがで 
きません）。 


• 本装置の起動時の PCI バスス□、ソトのサーチ順位は次の通りです。 

-□ープ□ファイルタイプのライザーカードからフル八イトタイプのライザーカード 
の順 

- ス□、ソト番号のルさい順 

したがって、次のス □、ソ ト番号の順にサーチします。 


1 C 一 2 C 一 3 C 一 1巨一2目一3目 


ただし、 N 81 16-02 ライザカード ( PCI - X ) を取り付けた場合は、次のス□ット番号の順に 
サーチします。 


1 C 一 2 C 一 3 C 一 1目一3目一2目 


• OS やディスクアレイ BIOS ユーティリティなどで同種の PCI デバイス（オンボードの PCI 
デバイス含む）の認識順唐が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス 
番号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を磕認してくだ 
さい。 


PCI デバイス 

pa バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード N に1 

2 

1 

0 

オンボード N に2 

2 

1 

1 

ス□、ソト 1 C 

2 

2 

X 

オンボード SCSI Ch . A (外部/内部用） 

2 

3 

0 

オンボード SCSI Ch . B 俩部用） 

2 

3 

1 

ス□、ソト 2 C 

2 

己 

X 

ス□、ソト 3 C 

2 

6 

X 

ス□、ソト旧 

3* 

7 

X 

ス□、ソト 2 目 

3* 

8 

X 

ス□、ソト 3 目 

3* 

9 

X 


* ス□ット1 C 、 2 C 、3 C じ取り付け6れたボード(こよって、バス番号が4]:>(上になる場合があ 
ります。 
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• 起動しない LAN デバイスのオプション ROM は目 IOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設をしてください。 

• LAN ポートに接続したコネクタをあくときは、コネクタのツメが手では押しにくくなっ 
ているのため、マイナスドライバなどを使用してツメを押して抜いてください。その際 
に、マイナスドライバなどが LAN ポートやその他のポートを破損しないよう十分にを意 
してください。 

• 起動可能な PCI 力ード（ディスクアレイコント□-ラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボード 
など）を増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS 
セットアップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot Device Priority 」 サブメニューで設 
をし直してください。 

• 同じ PCI ライザーカード上じあるス□、ソト（1 C 、 2 C 、3 C または1目、2目、3目)のうち、 
いずれかのス□、ソトに 33 MHz でのみ動作するオプションを取りがけた場合、その PCI ラ 
イザーカードの他のス□、ソトに取りがけたオプションも 33 MHz で動作します。 

• 音声処理ボード （ N 8104 -95 4回線音声処理ボード、 N 8104 -96 12回線対応音声処 
理ボードなど）を2枚隣接したス□ットに実装する場合は、ボード闇で使用する CT バス 
ケーブルをうまくケーブルフォーミングしなければ、 PCI ライザーカードと崖体との隙 
闇にケーブルを収めることができません。下國を参照してケーブルフォーミングをして 
ください。 



音声処理ボード 


このコネクタを左図のように横向きにし、ち図 
のようにコネクタと崖体との隙間に納める 
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サポートしているボードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。 


型名 


ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バスの 

ス□ット 
(バス B+C) 

ス□ット 
(バス B+C+D) 

備考 



PCI-X 

#1C 

PCI-X 

#2C 

PCI-X 

#3C 

PCI-X 

#1B 

PCI-X 

#2B 

PCI-X 

#3B 

PCI-X 

#1B 

PCI-X 

#2B 

PCI-X 

#3B 

PCI-X 

#1B 

PCIe*2 

#2B 

PCIe*2 
杜 3B 


PCI 

ス□ット 
性能 

64bit 

66MHz 

目 4bit 

100 MHz*i 

目 4bit 

133MHz 

目 4bit 
133 
MHz 

X4 レーン 

ス□ット 
ヴイズ 

Low Profile 
(標準） 

Full Height 
(標準） 

Full Height 
(N8 11 6-02 搭載瞄 

Full Height 
(N8 11 目- 03 搭載辟 

ホロロで 

PCI ボ-ド 
タイプ 

3.3V 

3.3 

V 

X 8 ソケット 

搭載巧能な 
ボード 
サイズ 

MD2 

□ング/ショート 

N 8 103-65 

SCSI コント□-ラ 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

O 

o 

o 

O 

o 

o 

O 

o 

o 

O 

- 

- 

最大4枚まで。 
内蔵 HDD との 
接続は不可。 

内蔵バックアッ 
プデバイスへの 
接続は不可。 

N 8103 -56 

SCSI コント□ーラ 
(64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

o 

o 

o 

O 

o 

o 

o 

- 

- 

内蔵 HDD との 
接続は不可。 

N 8103 -9 己 

SCSI コント□-ラ 
(64 bit /66 MHz PCI ) 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

- 

- 

内蔵 HDD との 
接続は不可。 

N 8 103-75 

SCSI コント□ーラ 
(64 bit /133 MHzPCI - X ) 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

- 

- 

最大3枚まで。 
内蔵 HDD との 
接続は不可。 

内蔵バックアッ 
プデバイスへの 
接続は不可。 

N 8190-に6 

SCSI コント□ーラ 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

- 

- 

最大2枚まで。 
SATA ディスク 
アレイ装置接綱。 

N 8103 -86 

ディスクアレイ 
コント日ーラ （ Och ) 
(64 bit /66 MHz PCI ) 

o 












N 8 103-80/81 
とあわせて最大 
4枚まで。 

N 8103 -80 

ディスクアレイ 
コント□-ラ （1 ch ) 
(64 bit /66 MHz PCI ) 

が 

0*3 

が 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

- 

- 

N 8 103-8 1/86 
とあわせて最大 
4枚まで。 

増設バッテリ 
「 N 8103-79」は 

ス□、ソ ト #1 C 〜 
#3 C 上のボード 
(このみ増設可能。 

N 8103 -81 

ディスクアレイ 
コント□ーラに ch ) 

(64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

- 

- 

N 8 103-80/86 
とあわせて最大 
4枚まで。 

N 8103 -91 

SAS ディスクアレイ 
コント□-ラ 

(PCI EXPRESS ( X 4)) 












〇 

1枚実装のみ。 
他のアレイコン 
卜□ーラとの混 
在不可。 

N 8 190- 120 

Fibre Channel 

コント□-ラ 

に Gbps / Optical ) 
(64 bit /66 MHz PCI - X ) 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

o 

- 

- 

Low profile 最大 

2枚 、 Full height 
最大2枚の合計 
最大4枚まで。 

N 8 190-1 巧との 
混在不可。 
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型名 


ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バス B ) 

ス□ット 
(バス B + C ) 

ス□ット 
(バス B + C + D ) 

備考 



PCI-X 

#1 C 

PCI-X 

#2 C 

PCI-X 

#3 C 

PCI-X 

#1 B 

PCI-X 
#2巨 

PCI-X 

#3 B 

PCI-X 

#1 B 

PCI-X 
#2巨 

PCI-X 

#3 B 

PCI-X 

#1 B 

PCIe *2 

#2巨 

PCIe *2 

#3 B 

製品名 

PCI 

ス□ット 
性能 

目 4 bit 
66 MHz 

64 bit 

100 MHz*i 

64 bit 

133 MHz 

目 4 bit 
133 
MHz 

X 4 レーン 

ス□ット 
ヴイズ 

Low Profile 
(標準） 

Full Height 
(標準） 

Full Height 
( N 81 16-02 搭載瞄 

Full Height 
( N 811目- 03 搭載瞄 

PCI ボ-ド 
タイプ 

3.3 V 

3.3 

V 

X 8ソケット 

搭載巧能な 
ボード 
サイズ 

MD 2 

□ング / シヨー ト 

N 8 190- 127 

Fibre Channel 

コント□-ラ 

(4 Gbps /0 ptical ) 

(PCI EXPRESS ! X 4)) 












〇 

最大1枚まで。 
N 8190-120 との 
混在不可。 

N 8104-111 

100 BASE-TX 
接続ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8104 -88 

100 BASE-TX 
接続ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

O 

〇 

〇 











N 8104 -86 

100 BASE-TX 
接続ボード (2 ch ) 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

最大2枚まで。 

N 8104 -103 

1000 BASE-T 
接続ボード 
(64 bit /133 M 比 PCI - X ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

PCI - X バス当たり 
最大けがで (AFT 
時のみ最大涨ま 
で(システム当たり 
N 8104-104 と合 
わせて合計4あ))。 

N 8104 -11 己 

1000 BASE-T 
接滿ボード 
(64 bit /133 MHzPCI - X ) 

〇 

〇 

〇 










PCI - X バス当たり 
最大けがで (AFT 
時のみ最大涨ま 
で(システム当たり 
N 8104-103 と合 
わせて合計4あ))。 

N 8104 -114 

1000 BASE-T 
接続ボード 
(PCI EXPRESS ( XI )) 











〇 

〇 

最大2枚まで。 
N 8104-114同± 
のみ AFT/ALB 
Teaming 巧。 

他の増設 

N に ( PCI - X ) との 
Teaming は不可。 

N 8104 -113 

1000 BASE-T 
接滿ボー K (2 ch ) 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

N 8 104- 103/ 

104と合わせて 
最大2枚まで (PCI 
バス当たり1枚)。 

N 8104 -1 に 

1000 BASE-SX 
接続ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

_ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 

最大1枚まで 
( AFT 励ま最大2 
枚まで)。 

N 8 104- 103/ 
104/113と 
混在不巧。 

N 8104 -109 

1000 BASE-SX 
接続ボード 
(64 bit /133 MHz PCI - X ) 

〇 

〇 

〇 










最大1枚まで 
( AFT 時は最大2 
あまで） 

N 8 104- 103/ 
104/113と 
混在不巧。 
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型名 


ス□ット 
(バス A ) 

ス□ット 
(バスの 

ス□ット 
(バス B + C ) 

ス□ット 
(バス B + C + D ) 

備考 



PCI-X 

#1 C 

PCI-X 

#2 C 

PCI-X 

#3 C 

PCI-X 

#1 B 

PCI-X 

#2 B 

PCI-X 

#3 B 

PCI-X 

#1 B 

PCI-X 

#2 B 

PCI-X 

#3 B 

PCI-X 

#1 B 

PCIe *2 

#2 B 

PCIe *2 
杜 3 B 

製品名 

PCI 

ス□ット 
性能 

64 bit 

66 MHz 

目 4 bit 

100 MHz*i 

目 4 bit 
133 MHz 

目 4 bit 
133 
MHz 

X 4 レーン 

ス□ット 
ヴイズ 

Low Profile 
(標準） 

Full Height 
(標準） 

Full Height 
( N 8 116-02 搭載瞄 

Full Height 
( N 8 11 目- 03 搭載時） 

PCI ボ-ド 
タイプ 

3.3 V 

3.3 

V 

X 8ソケット 

搭載巧能な 
ボード 
サイズ 

MD 2 

□ング/ショート 

N 8104 -94 

4回線音声 . FAX 
処理ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8104 -95 

4回線音声処理ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8104 -96 

12回線対応音声 
処理ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8104-101 

高速回線ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8104 -102 

高速多回線ボード 
(32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

- 


N 8191-07 

に MB コネクタ 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8115-01 CP 01 

リモート7ネ- 
ジメントカード 
お須。 

最大1枚まで。 

N 811 5-02 
CP 01 添付 

アドバンスドリモー 
卜7ネージメント 
専用 PCI ブラケット 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8115-02 CP 01 

アドバンスドリ 
モート7ネージ 
メントカードに 
付属。 

最大1枚まで。 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 同ーバス内に3枚 U 上ボードを増設した場合、動作は最大 66 MHz となりまず。 

*2 PCI EXPRESS ス□ットを使用ずるためには、ライザカード「 N 8116-03」を搭載する必要がありまず。 

*3 Low 机) file (1 C 〜 3 C ) に N 8103 -80 を増設した場合、他オプションボード （ N 8191-07、 N 81 15-02 CP 01 除く）の 
増設不可。 LowWofile には N 81 03-80 は最大1枚まで。 

※実装可能なボードの奥行きサイズ 

Full height の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ）、 312 mm まで（□ングサイズ） 

Low profile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 

※各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

※製品をのカッコ内に記載された力ード性能とは、力ード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの方が動作性能が高い場合は本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 

※標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同±)で AFT / ALB の Teaming を組むことが可能。 

但し標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB の Teaming を組むことは不可。 
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取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに PCI ボードを取りがけます。 


• それぞれのライザーカードびサボートするボードタイプ（□ープ□ファ 
イルかフル八イトタイプ）と取り付ける PCI ボードのタイプを確認して 
<ださい。 

• PCI ボードを取り付けるとをは、ボードの接続部のお状とライザーカー 
ドにあるコネクタの形がび合っていることを確認してください。 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


141ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （1 日3ページ参照)。 

□ジックカバーを取り外す （1 日4ページ参照)。 

ライザーカードをまっすぐ持ち上 
げて装置から取り外す。 



日.前ページの表を参照して取り付け位置を確認する。 
6. 取り付け位置の PCI ス□ットカバーのネジを外す。 
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7. 増設カバーを取り外す。 




^ 取り外した増設ス□、ソトカバーは、大切に保管しておいてください。 

区エック I 


8. くフル八イト-フルレングスタイ 
プのみ> 

フル八イト-フルレングスタイプ 
の PCI ボードを取り付ける場合 
は、 PCI ボードのリテーナを外す。 
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9. ライザーカードに PCI ボードを取り付ける。 

ライザーカードのス□、ソト部分と PCI ボードの端子部分を合わせて確実に差し込み 


ます。 

エンボス PCI ボードブラケットの PCI ボードブラケットの 



W -0 参 ライザーカードや PCI ボードの端子部分には触れないでください。巧れ 
置3 や油び付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがして 

か5取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損するおそれびあります。 


^ • PCI ボードブラケットの切り欠き部分がエンボスじよって位置が巧め6 
民ェック I れていることを確認してください（他のボードのブラケットや増設ス 

□、ソトカバー も含む)。 

• PCI ボードブラケットの先端がライザーカードの固定ス□、ソトじ差し込 
まれていることを確認してください。 

• フル八イトの PCI ボードの場合、 PCI ボードブラケットと反対側のボード 
のエツジがライザーカードの□、ソキングタブで固定されてし^ることを確 
認してください。 


10. PCI ボードをネジで固定する。 
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11.ライヴーカードをマヴーボードの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 


12. 差し込んだ後、指で押して確実に 
接続させる 


13. 取り外した部品を取り付ける 

14. 本装置の電源を日 N にして P 日 ST の画面でボードに関するエラーメッセージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については317ページを参照してください。 

1己.目 IOS セットアップユーティリティを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは208ページをご覧ください。 

16. 取り付けたボードに搭載されている BI 日 S コンフィグレーションユーティリティを 
起動してボードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照して<ださい。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボード（ディスクアレイコント□ーラや SCSI コント□ーラ、 LAN ボードな 
ど）を増設した場合、起動優先順位がデフォルトに変更されることがあります。目 I 0 S 
セットアップユーティリティの 「 Boot 」 の 「Boot Device PriorityJ を設定:し直して 
ください （222 ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Bo 饥」で起動優先順位を設をし直して<ださい （222 ページ参 
照）。 


フックさせる。 
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ディスクアレイコント□ーラボード 

「ディスクアレイコント□ーラボード」は、データの信頼性を向上させるために用意された才 
プションの PCI ボードです。 

このボードを取り付けると、本装置内蔵の八ードディスクドライブやオプションのディスク増 
設ユニ、ソトじ搭載した八ードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」で使用することがで 
きます。 


W "0 • ディスクアレイコント□—ラボードは大変静電気に弱い電子部品です。 

量 a ヴーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてか5 

ディスクアレイコント□—ラボードを取り扱ってください。また、ディ 
スクアレイコント□—ラボードの端子部分や部品を素手で触ったり、 
ディスクアレイコント□—ラボードを直接机の上に置いたりしないでく 
ださい。静電気に関する説明は140ぺージで詳しく説明しています。 

• ディスクアレイ構成に変更ずる場合や、 RAID を変更する場合は、 A - 
ドディスクドライブを初期化します。ディスクアレイとして使用する 
八ードディスクドライブに大切なデータびある場合は、バックアップを 
別の八ードディスクドライブにとってか5ボードの取り付けやディスク 
アレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台 m 上の八ードディスクドライブび必 
要でず。 

• ディスクアレイとして使用ずる八ードディスクドライブはパックごとに 
同じ 容量 •性能（ディスク回転数など）を持ったものにしてください。 


ディスクアレイコント□-ラボードを取りがける場合は、 SETUP の 
区エック I 「Advanced」 メニユーの 「PCI Configuration」一「PCI SI 饥 xx R0M(xx は PCI 
ス □、ソ ト番号)」のパラメータが 「Enabled」 （こなっていることを確認してくだ 
さい。 



RAID 1または RAID 5 のディスクアレイ構成にすると、ディスクの信頼性が向上 
するかわりにディスクアレイを構成するハードディスクドライブの総容量に 
比べ、実際に使用できる容量が小さくなります。 
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取り付け 

ディスクアレイコント□ーラの取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。 


参 Low-profile (□—プ□ファイル）タイプと Full-height (フルノ V イト） 
タイプの PCI ボードで接続できるライザーカードび異なります。ボード 
の仕様を確認してか5取り付けてください。 

• N 8 103-80/81 ディスクアレイコント□—ラボードを取り付けたス 
□ットより下のス□ットにボードを取り付けている場合は、ディスクア 
レイコント□—ラボード上の LED コネクタをマザーボード上の DAC 
LED コネクタに接続ずることはできません（ディスクアレイコント □— 
ラに接続された八ードディスクドライブのアクセスが態を本体前面の 
ディスクアクセスランプに表示させることびできません)。 

• フルハイトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□—ラを接 
続し、内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイに変える場合 
は、ライザーカードをマザーボードに接続ずる前にケーブルを接続しま 
ず。 

• ディスクアレイコント□—ラを接続される場台、 BIOS の SETUP 
Menu の Boot 一 Hard Disk Device における優先順位を8番目似内に設 
定してください。設定び9番目 ly 降となっている場台、ディスクアレイ 
コント□—ラのコンフイグレーシヨンメニューを起動ずることびできま 
せん。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取りがけの逆の手順を行って<ださい。 


内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にずる場台 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付けた本装置で、内蔵の八ードディスクドライブを 
ディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の SCSI ケーブル変更や LED ケーブルの接 
続を切り替えないといけません。 

出)荷時の内蔵八ードディスクドライブのインタフェースは、マザーボード上の SCSI コネクタ 
に接続されています。 


ii "0 N 8103 -91 ディスクアレイコント□-ラボードの場 S ホ、 LED ケーブルを接 
■to 続する必要はありません。 








178 内蔵オプションの取り付け 


標準構ぶ時 


背面側 


前面側 

[ j ? ザーボード I 



内蔵 

バックアップ 

装置 



ISCSI バックプレーン 


N81 03-86 ディスクアレイコント日ーラ接続構成時 


背面側 


前面側 


[7 ザーボード I 



内蔵 

バックアップ 

装置 


ri ハード 
テイスク 
ドライブ 

S SCSI ID 3-5. 


fJ ハード L 
X イス ク ' I 
ドライブ！| 
^ SCSI ID 0-2 11 


[ SCSI バックプレーン I 


マザーボード上の SCSI コネクタに SCSI ケーブルを接続し、内蔵の八ードディスクドライブにて 
ディスクアレイを構成してください。 
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N81 03-80/8 1ディスクアレイコント日ーラ接続構成時 


背面側 


前面側 



内蔵 

バックアップ 

装置 



[ SCSI バックプレーン] 


内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合は、標準構成で使用していた 
SCSI ケーブルをマザーボード上の SCSI コネクタからかし、デイスクアレイコント□ー ラボード 
のコネクタに接続してください。 


N81 03-86 ディスクアレイコント日ーラ、内蔵 SCSI ノ \、ソクアツプ装置接続構成時 
(外部 SCSI コネクタは使用できません） 


背面側 


前面側 


I マザーボード 


SCSI 

コネクタ 



内蔵 SCSI 
バックアップ 
装置 


八ード 
7-イスク 
ドライブ 
SCSI ID 3 -己 


八ード 
了ィスク 
ドライブ 
SCSI ID 0-2 


I SCSI バック プレーン] 


マザーボード上の SCSI コネクタに SCSI ケーブルを接続し、内蔵の八ードディスクドライブにて 
ディスクアレイを構成してください。 















































































































































180 内蔵オプションの取り付け 


N81 03-80/8 1ディスクアレイコント日ーラ、内蔵 SCSI ノ\、ソクアツプ装置接続構成時 
(外部 SCSI コネクタは使用できません） 


背面側 QPQI 前面側 


コネクタ 



N81 03-86 ディスクアレイコント□-ラ、内勵 DE バックアツプ装置接続構成時 


背面側 


前面側 

[7 ザーボード I 



内蔵 IDE 
バックアップ 
装置 


ri ハード 
テイスク 
ドライブ 
S SCSI ID 3 -己 


fJ ハード h 、 

X イス ク I ! 
ドライブ！| 
S SCSI ID 0-2 I! i 


[ SCSI バックプレーン 1 


マザーボード上の SCSI コネクタに SCSI ケーブルを接続し、内蔵の八ードディスクドライブにて 
ディスクアレイを構成してください。 
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N 8103 -91 ディスクアレイコント□-ラ接続構成時 


背面側 



内蔵 SCSI 
バックアップ 
装置 


ハード . 

デイスク 
ドライブ 

S SAS Ports -已 


ハード L 
ディスク 11 
ドライブ！| 
^SAS Port 0-2 l !! 


前面側 


SAS 内蔵ケーブル 

( N 8154-10 SAS バックパネルに添が) 


[ N 8 154- 10 SAS バックパネル I 


N81 03-9 1ディスクアレイコント日ーラ、内勵 DE バックアツプ装置接続構成時 


背面側 


マザーボード] 



N 8103-91 ディスクアレイ n 
コント□-ラ(内蔵 HDD 用 ） nU 




日回 

巧 


，旨晋 

口 ab 


□ 


□ 






SAS 内蔵ケーブル 


内蔵 IDE 
バックアップ 
装置 


八ード 
デイスク 
ドライブ 
* 1SAS Ports - 日 


八ード 
デイスク 
ドライブ 
S SAS PortO -2 


前面側 


( N 8154-10 SAS バックパネルに添付） I N 丽4了0 SA 。 ノ不ソク7巧 












































































































































182 内蔵オプションの取りがけ 


N81 03-9 1ディスクアレイコント□-ラ、内蔵 SCSI ノ\、ソクアツプ装置接続構成時 


背面側 


前面側 

[ j ? ザーボード I 



SAS 内蔵ケーブル 

( N 8154-1 日 SAS バックパネルに添が) 




[ N 8 154- 10 SAS バックパネル 


K 410 -130 内蔵 SCSI ケーブル 





































































ハードウエア編 183 


• SCSI ケーブルの接続 

内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にする場合は、マザーボード上の 
SCSI コネクタからケーブルを外し、ディスクアレイコント□ーラボードのコネクタに接 
続してください。 


• フルハイトタイプのライザーカードにディスクアレイコント□—ラを接続 
し、内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイ構成に変える場合は、 
ライザーカードをマザーボードに接続する前にケーブルを接続します。 

• ディスクアレイコント□—ラボードによっては複数のチヤネル（コネク 
夕）を持っているものもありまず。また、コネクタは内部接続用と外付 
け用び用意されている場合もありますび、ボードの内部接続上、排他的 
な仕様になっていることがありまず。内部とが付けでの接続び異なるコ 
ネクタ（チヤネル）であることを5崔認してください。コネクタとチヤネ 
ルについては、ボードに添付の説明書を参照してください。 


• SAS ケーブルの接続（ N 81日 4-1 0 SAS バックパネル増設時） 

N8154-10 SAS バックパネル添付の SAS ケーブルを下図のように接続してください。 

P2、P3 と表示された SAS ケーブルのコネクタを間違えると八ードディスクドライブの 
SAS Port 番号が正しく表示できません。 



N 8154-10 SAS バックパネルへ 














































184 内蔵オプシヨンの取りがけ 


• LED 中継ケーブルの接続 《 N 8103 -91 ディスクアレイコント□—ラでは不要です。 

ディスクアレイを構築した際、内蔵の八ードディスクドライブのアクセス状態などを表 
示させるために、本装置に内蔵の LED 中継ケーブルを使用します。 

1 . 本装置に内蔵の LED 中継ケーブルの黒色のコネクタをディスクアレイコント□ーラ 
にある LED Active ピンに接続する。 

ホ色のケーブルが化ている端子を LED Active ピンに接続してください。もう一方の 
黒色のケーブルが化て いる 端子には何も接続し ないで ください。 

2. LED 中継ケーブルの茶色のコネクタがマヴーボード上の HDD LED コネクタに接続 
されていることを確認する。 

外れている場合は、赤色のケーブルが化ている端子が装置の前面側になるように接 
続してください（下図を参照)。 


• N 8103 -80/81 ディスクアレイコント□-ラの場合は、取り付けたス 
□ット（部品実装面）の下にボードび取り付け5れているときはケーブ 
ルの接続はでをません。ケーブルコネクタび下に取り付け5れたボード 
に接続するためでず。 

• N 8103 -91 ディスクアレイコント□-ラの場 S ま、 LED 中継ケーブル 
を接続する必要はありません。 



マザーボード 
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186 内蔵オプションの取り付け 


• 内蔵八ードディスクドライブのディスクアレイ構築 

ディスクアレイを構築するときは、次の点についてを意してください。 

- 同じ容量、同じ回転速度の SCSI または SAS タイプの八ードディスクドライブを2台 
W 上搭載していること （RAID (Redundant Arrays of lnexpensive [ lndependent ] 
Disks ) の構成じよってディスクの最ノ」 V 必要台数は異なります)。 

- ディスクアレイ構成の RAID レベルの 「 RAIDO 」、「 RAID 1」、「 RAIDS 」、 のうちのい 
ずれかの RAID レベルを選択-設をすること。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインス I —ルする場合は、「シームレスセッ 
トアップ」を使用して、 RAID の構成から 0 S のインストール、セットアップまでをするこ 
とをお勤めします。 

システムをインストールしない場合も、シームレスセットアップの「オペレーティング 
システムの選択」で[その他]を選択すると、ディスクアレイの構成から保守用パーティ 
シヨンの設をと保守ユーティリティのインストールまでを自動でインストーラがセット 
アップします。 

マニュアルでセットアップする場合は、ボード上のチップに搭載されている RAID コン 
フィグレーシヨンユーティリティを使用します。ユーティリティは本装置の電源を ON に 
した直後に起動する POST の途中で起動することができます。データ転送速度や RAID 、 
アレイ構成じついての詳細な説明は、ディスクアレイコント□ーラボードに添がの説明 
書を参照してください。 


ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成にずる場含 

ディスク増設ユニットは、八ードディスクドライブを最大14台取りがけることのできる専用 
のデバイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。ディスクアレイコント□ーラボードを 
取り付けた本装置はこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数などの詳しい 
説明じついては、ディスクアレイコント□ーラおよびディスク増設ユニットに添付の説明書を 
参照してください。 


wrO ディスク増設ユニットには、 A - ドディスクドライブび添付されていません。 
別途購入してください。 


ディスク増設ユニットと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルが必要となる 
場合があります。詳しくは、ディスク増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

ディスク増設ユニットを接続後、ディスクアレイコント□ーラボード上のチップに搭載されて 
いる RAID コンフィグレーションユーティリティを使って、ディスク増設ユニ 、ソ トをディスク 
アレイ構成 （ RAID 0 または RAID 1、 RAID 5、 RAID 0+1) じ設定:してください（ユーティリティ 
はボードによって異なります）。設をの詳細とその方法については、ボードに添付の説明書を 
参照してください。 

ディスク増設ユニットをディスクアレイ構成に設をすると、ディスク増設ユニットに取り付 
けた八ードディスクドライブのうちのどれかが故障しても、ディスクアレイコント□ーラボー 
ドが持つけートリビルド」機能によって八ードディスクドライブを復旧することができます 
(電源が ON のまま故障したディスクを巧換（ホットスワップ）してください）。 
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バックアップデバイス 

本装置には磁気テープドライブなどのバックアップファイルデバイスを取り付けるス□ット 
を1つ用意しています。 


• SCSI モデルのバックアップデバイスを取り付ける場合には別売の SCSI 
ケーブル （ K 410 -130 (00))び必要でず。 

• バックアップデバイスび SCS I モデ J レの場合は取り付けるバックアップ 
デバイスの終端抵抗の設定は rON 」 に 、 SCSI ID は他のデバイスと重 
複しないように設定してください。設定方法については、それぞれの装 
置の説明書を参照してください。 

• 製社で指定していないノ（ックアップデノレ r スを取り付けないでください。 

• 本装置に取り付けることびできるデバイスは、幅約 9 cm (3.5 インチ)、 
高さ約 4 cm (1 .目インチ）までのデバイスでず。 



取り付け 

1 . 141ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 日3ページ参照)。 

3. ドライブカバーと□ジックカバーを取り外す (154. 1日日ページ参照)。 

4. CD - R 日 M / フ□ッピーディスクド 
ライブのレバーを解除し、 CD - 
R 日 M / フ□ッピーディスクドライ 
ブを取り外す。 
























































188 内蔵オプションの取り付け 


wO CD - ROM / フ□ッピーディスクドライブ取りがしの勵ま、指をはさむ可能性び 
ありますので、図上の解除レノ '；’一 m がには触5ないようごを意ください。 


日. 


デバイスキャリアのレノ く一を解除 
し、本体前面からデバイスキヤリ 
アを取り出す。 



6. フ□ントパネルの両側のタブを押 
す。 


7. フ□ントパネルを取り外す。 



W "0 取りタルたフ□ントパネルは、大切に保管しておいてください。 
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Ifi^ 


• 必ず本装置に添付されているネジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようじデバイスの取り付け位置を調整して<ださい。 

• N 815 1-54 内蔵/ MT など、デバイスが長くてケーブルを取り付けにくい 
場合は、デバイスを前にスライドして取り付けてください。 


10. バックアップデバイスにインターフェースケーブルを接続する。 


く IDE ノ くックアツプデノ くイスの場合> 


バックアップデバイスに電源ケー 
ブルと本製品に添付の IDE ケーブ 
ルを接続してください。 



IDE ケーブル 


電源ケーブル 



















190 内蔵オプションの取り付け 


く SCSI バックアップデバイスの場合> 



11. デバイスに接続したインターフエースケーブルを SCSI バックブレーンに接続する。 


ち図を参照して取りがけてくださ 
い。 



くバックアップデバイスが SCS Iモデルの場合> 


SCSI コネクタは IDE コネクタの下に 
あります。 
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^ SCSI ケーブルの先端に付いているターミネータの置き場所を確認してくださ 
II エック I し、ターミネータはデバイスベイ内(こ配置します。また、このときに SCSI ケー 
ブルがデバイスキヤリアにあるラ、ソチングタブに当たっていないことも確認 
してください。ケーブルの破損をそ防するためです。 


12. デバイスキヤリアをバックアップ 
デバイスベイに差し込む。 

完全に押し込むと「カチ、ソ」とい 
う音がして□ックされます。 



押し} A む際に、接続したケーブルを嘘まないようにを意してください。 

13. 取り外した部品を取り付ける。 

14. バックアップデバイスが SCSI モデルの場合は、マザーボードと SCSI バックブレー 
ンを内蔵 SCSI ケー ブル ( K 41 日-13日（日日)）で接続し、225ぺージの 「SCSI 
BIOS 」 を参照してセットアップする。 

SCSI ケーブルの取り回しは下図を参照してください。 



15. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I -ールする。 

詳しくはデバイスじ添付の説明書を参照してください。 


取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行ってください。 





















































































































192 内蔵オプションの取り付け 


冗長フアン 

本装置の増設用ファンス□、ソトにオプションのファンを追力□することにより、ぶま D ファンの冗 
長化をすることができます。 


取り付け 

1 . 141ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 日3ページ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外す （1 日4ページ参照)。 

4. 増設用ファンの取り付け位置を確認する。 


増設用ファンス□ット 



己. 


ファンのラベル面を装置の背面側に 
むけて、まっすぐに増設用ファンス 
□ットに差し込む。 

完全に押し) A むと「カチ、ソ」という 
音がして□ックされます。 
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乂トフ、ソノ 



6. マヴーボード上の J -1 1ジャンパピンを変更する。 

下図を参照して変更してください。 






前面側 


マザーボード 


背面側 


その他のジャンノくの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因となります。 


7. EXPRESS 巨 UILDER を CD - ROM ドライブにセツトして、 EXPRESS 巨 UILDER 
から起動した後、ツールメニューの「リモートマネージメントカードの初期設定」 
を選択してファームウェアをアップ□ードする。 

詳しくは262ページを参照してください。 


本手順（初期設定）を行う前は、一部のファンの異常を検出ずることびありま 
す。「リモートマネージメントカードの初期設定」 （2 目2ぺージ）を必ず行って 
<ださい。 
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取り外し 

ぶ却ファンを取り外す（交換する）ときは、「取り付け」の手順1.〜3.を参照して取り外しの 
準備をした後、じ(下の手順に従って行って<ださい。 


wO 増設用ファンス□ツトか5ファンをずべて取りタルた場合は、 r 取り付け」の 
手順6.を参照してジャンパピンの設定を標準時の状態に戻してください。 


1. 取り外す （巧換する） ファンを確認する。 

2. EXPRESS 巨 UILDER を CD-ROM ドライブにセツトして、 EXPRESS 巨 UILDER 
から起動した後、ツールメニューの「リモートマネージメントカードの初期設定」 
を選択してファームウェアをアップ□ードする。 

詳しくは262ページを参照してください。 

3. フアンをち図のよラにつまんで、 

まっすぐ上に持ち上げる。 


4. フアンを交換する場合は「取り付け」の手順日.を参照して取り付ける。 
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リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージ 
メントカード (RMC) 

リ モー トマネージメント カー ド/アドバンスドリ モー トマネージメント カー ド ( RMC ) は、業界 
標準のサーバマネージメントインタフェースである IPMI 準拠のベースボードマネージメント 
コント□ーラ旧 MC ) を搭載した本体管理用の拡張カードです。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧 / FAN の監視 

• 本体前面の STATUS ランプによる状態表示 （108 ぺージ） 

• DianaScope による LAN / WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / 
OFF 、 システムイベント□グ ( SEL ) の確認など） 

• ESMPR 0 を利用した本体管理-監視-通報機能の拡張（詳細は3ページを参照） 


W -0 RMC は大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。また、 RMC の端子部分 
や部品を素手で触ったり、 RMC を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関ずる説明は140ぺージで詳しく説明していまず。 
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くオプションのアドバンスドリモートマネージメントカードに変更する場合> 

1. 管理用ネットワークカードを組み立てた後、本体のライヴーカードに取り付け、ア 
ドバンスドリモートマネージメントカードに添付のケーブルでアドバンスドリモー 
トマネージメントカードと管理用ネットワークカードを接続する。 

ライザーカードのどのス□、ソトを使用してもかまいません。 

<ケーブル接続イメージ> 

ア ド バンスドリ モー ト マネージ メント カード カー ドに添付の ケーブル 



ケーブルを接続後、下國のようにルーティングしてください。正しくルーティング 
していないと、周囲のボードや電子部品に接触し、誤動作の原因となります。 



2. 本体を組み立てる。 

3. 本体の電源を日 N にして P 日 ST 画面で下に示すメッセージ外のエラーが表示さ 
れていないことを確認する。 

H/W ConTiguration of BMC is corrupted. 

! [Update BMC H/W Configuration by configuration tool! ! 
! !Re f e r to BMC configuration manuaL!! 

POST のエラーメッセージの詳細については 317 ページを参照してください。 
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4. EXPRESS 巨 UILDER を CD - ROM ドライブにセツトして、 EXPRESS 巨 UILDER 
から起動した後、ツールメニューの「リモートマネージメントカードの初期設定」 
を選択してファームウェアをアップ□ードする。 

詳しくは262ページを参照してください。 

己. SETUP を起動して 「 Server 」 メニューのに乂51目の Management 」 に BIOS の 
バージョン情報に加えて riPMIJ に関する項目などが表示されていることを確認 
する。 

表示されていない場合はリモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカードを取り付け直してください。 

6. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは208ページをご覧ください。 

7. EXPRESSBUILDER を使ってシステムのバックアップをとる。 


W -0 故障による交換の際は、保守サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って 
P 事3 操作してください。 



システム情報の/くツクアツ つ。 ので'志 については58ぺージ、または90ぺージで説 
明しています。なお、リストア （復旧） は作業を熟知した保ず員必外は行わな 
いでくださし、。 


8. ESMPRO / ServerA 呂 ent をインス I -- ルしている場合は更新インス I -- ルし直 
す。 


本体の情報を正しく探取するためです。必ず更新インストールしてください。 


取り外し 

1 . 141ぺージを参照し準備する。 


kO 電源コードを本体か5取りがした後、約己砂ほど待ってか5作業を続けてくだ 
さい。電源コードを取り外してか53〜4秒ほど RMC は動作を続けている場合 
びあります。 RMC の動作び完全に停止してか5作業を続けてください。 


2. くアドバンスドリモートマネージメントカードの場合のみ> 

管理用ネットワークカードとアドバンスドリモート マネージ メントカードを接続し 
ているケーブルを取り外し、管理用ネットワークカードを取り外す。 
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3. RMC コネクタの両側にあるク 
リップを開<。 

RMC の□ックが解除されます。 

4. RMC をコネクタから抜き取る。 

日. SETUP を起動して 「 Server 」 メ 

ニューに |■ EventLo 呂 
Configuration 」 の項目が表示さ 
れていないことを確認する。 

RMC を取り外すとその他一部の 
メニューや情報が表示-操作でき 
な<なります。 



6. rAdvancedJ メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

A - ドウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは208ページをご覧ください。 

7. ESMPR 日/ ServerA 呂 ent をインストールしている場含は更新インストールし直 
す。 


本体の情報を正しく採取するためです。必ず更新インストールしてください。 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方まについて説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設をしてください。 


システム BIOS (SETUP) 


SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



Bi 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）び行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができまず。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがありまず。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変 
要びできます。 「 Administrator 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパ’ージョンがインス!ルされてい 
ます。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせてください。 

• SETUP 起動した時には Exit メニューまたはく Esc >、 くド10>キーで必 
ず終了してください。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセット 
を巧った場合には SETUP の設定び正しく更新されないことびあります。 


起動 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行内 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、く Esc > 丰一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press く F2> to enter SETUP 


ここでく F 2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 
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W 前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力ずる画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter password C H 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません)。電源を OFF にしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 


キーと画面の説明 

キーボード上の次の车一を使って SETUP を操作します（车一の機能じついては、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューが、 
あることを示す 


設定項目 


現在表示しているメニューを示ず 


PhoenixBIOS Setup Uti 




► System Management 

► Console Redirection 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR : 
Assert NMI on SERR : 
FRB-2 Policy : 

ク Boot Monitoring 

Boot Monitoring Policy 
Thermal Sensor 
Post Error Pause : 
AC-LINK : 

Power ON Delay TimeCSec) 
Platform Event FiLtering 


EEnabLed] 

CEnabLed] 

[Retry 3 Times] 
L5 minutes] 
CReiry 3times] 

[En 寺 Led] 

EEnaALed] 

[LasA State] 
CO]! 
CDisabVed] 


Item Specific Help 


Additional setup menus 
to view server 
management features. 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit / - 

キーの機能説明 


Select Item 
Select Menu 


i - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

\ Enter SeLect ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


パラメータ（選択ずると文字が反転する*) 

* 自動的にコンフィグレーションされたものやお化されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許巧されていない 
項目はグレーアウトされた表示になりまず。 


□力ーソル丰一 （ t 、>1 ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソ J レ羊一一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server 、 Boot 、 Exit などのメニューを選択します。 

□ <— 〉车一 / <十〉丰一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ く [が6「>车一 

選択したパラメータの巧をを行うときに押します。 
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□ <Esc> 羊一 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ <F9〉 车一 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（化荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

n <Fio>+- 

SETUP の設を内容を保存し、 SETUP を終了します。 


設定例 

次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時刻関連 


「Main」 一 「System Time」、「System Date」 



「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御する 

「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 一 「Wake On Lan/PME」 一 「Enabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Power On」 

- POWER スイッチを使って OFF じしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「Server」 一 「AC-UNK」 一 [Last StateJ 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」 一 「AC-UNK」 一 「Stay 饼り 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 □ゴの表示中に <Esc> 羊一を押しても表示させることができます。 
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リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムか b : 「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 

「Wake on Ring」 一 「Enabled」 

LAN から： 「Advanced」 一 f Advanced Chipset Control」 

一 「Wake on LAN/PME」 一 「Enabled」 


PCI デバイスから： 「Advanced」 一 f Advanced Chipset Control」 

一 「Wake on LAN/PME」 一 「Enabled」 

RTC のアラームから： 「Advanced」 一 f Advanced Chipset Control」 

一 「Wake on RTC Alarm」 一 「Enabled」 


HW コンソール端末か！ 5 制御する 

「Server」 ^ 「Console Redirection」 一それぞれの設走:をする 


メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

rAdvanced」 一 fMemory Configuration」 一 「DIMM Group #n Status」 一表示を確 
認する (n: 1 〜 4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 


Group# 1 
Group#2 
Group#3 
Group#4 


前面側 


DIMM #1 
DIMM #2 
DIMM #3 
DIMM #4 
DIMM #5 
DIMM #6 
DIMM #7 
DIMM #8 



背面側 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」 一 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 一再起動 
するとクリアされる 
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CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMairU 一 「Processor Settings」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のよ 
うに対応しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 一 [Processor Settings」 一 [Processor Retest」 一 「Yes」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」 一 [NumlockJ ^ 「Auto」(default) / fOnJ 馆効）/ 「Off」 （無効) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする（オプションのリモートマネージメン トカー ド/アドバンス 
ドリモートマネージメントカードを装着時） 


「 Server 」 一 「Event Log Conriguration 」 一 「Clear All ヒ vent Logs 」 一 「 Enter 」 一 「 Yes 」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定:します。 

セキュアモードを設定する 

l"Secu「ity」 一 l"Set User Password J ー パスワードを入力する 
l"Secu「ity」 一 「Secure Mode 巨 00 1」 一 「Enabled」 それぞれを設定:する 


外付けデバイス関連 


10ポートに対する設定をする 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの10ポートに対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 [ResetConfiguration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保巧する 

「Exit」 一 「Save Changes」 


パラメータと 説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニユ ー 

• Advanc 目 d メニユ ー 
参 Security メニュ ー 

• Server メニユ ー 

• Boot メニユ ー 
参 Exit メニユ ー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time : 


[ 旧 :18:58] 

Item 

Specific Help 




System Date : 


[08/01/2004 ： 

<Tab>, 

<Shift-Tab>, or 

Legacy Diskette A : 


[1.44/1.25 MB 31 / 2 "] 

<Enter> 

selects field- 

Hard Disk Pre-DeLay: 


[Disabled ： 



► Primary IDE Master 


[CD-ROM] 



► Primary IDE Slave 


[None] 



► Secondary IDE Master 


[None] 



► Secondary IDE Slave 


[None] 



► Serial ATA Channel 0 

Master 

[None] 



► Serial ATA Channel 1 

Master 

[None] 



► Processor Settings 





Language : 


[English (US )： 




FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit --^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Legacy Diskette A 

Disabled 

360kb 日 V 4 I 1 

1.2MB 5 V 4 " 

720kb 3 V 2 " 

[1.44/1.25MB 3 V 2 "] 
2.88MB 3 V 2 " 

フ□、ソピーディスクドライブ A (標準装備） 

の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

1 己 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて DE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 

Serial ATA Channel 0 

Master 

Serial ATA Channel 1 

Master 


それぞれのチャネル(こ接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のまま(こしておいて < ださい。 

Processor Settings 


プ□セ、ソサ (CPU) じ関する情報や設定をする 
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項目 

パラメータ 

説明 

Language 

正 nglish(US)] 

Italiano 

Espanol 

Francais 

Deutsch 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 


BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3已で.湿度： 20%〜 
80%)か5外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
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Processor Settin 呂 s ヴブメニユー 

Main メニューで [Processor Settings] を選択ずると、 iU 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Main 



Processor 

Settings 

Item Specific Help 

Processor 

Retest : 

rjj[S|i 

Select 'Yes' , BIOS wiLL 
clear historical 

Processor 

Speed : 

3.20 GHz 

processor status and 
retest aLL processors 

Processor 

1 CPUID : 

0F34 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache : 

1024 KB 


Processor 

2 CPUID : 

0F34 


Processor 

2 L2 Cache : 

1024 KB 


Hyper-Threading Technology : [EnabLed] 


Execute Disable Bit : 

[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □ セ、ソサのエラー情報をクリアし、次回 
起動時にすべてのプ □ セ、ソサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後 ( こ自動的に 「 No 」 に切り替わります。 

Processor Speed 


搭載しているプ □ セ、ソサのク□ック速度を 
ぶ 71 ^しま 9 〇 

Processor 1 CPU ID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

N 饥 Installed 

数値の場合はプ □ セ、ソサ1の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プ □ セ、ソサ1のキャッシュサイズを表示しま 
す（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 (OFxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セッサ2の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取り付け6れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 


プ □ セ、ソサ2のキャッシュサイズを表示しま 
す（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

プ□セッサの Hyper-Threading 

Technology™ の有効 / 無効を設定します。 

Execute Disable Bit 

[Disabled] 

Enabled 

Execute Disable Bit をサポートしている 

CPU のみ表示されます。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[DisabLed] 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[Auto] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 


SATA RAID Enable : 

[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * -- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC □ ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(P0ST で記憶している 
システム情報 ) をクリアするときは 「 Yes 」 

に設定します。装置の起動後じこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

[Auto] 

On 

Off 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプ □ セ、ソサに異常をお出 
した際の POST 終了後の動作を還択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 

SATA RAID Enable 

[Disabled] 

Enabled 

シリアル ATA コント □- ラの Adaptec 

HostRAID を利用した八ードディスクドライブ 
の RAID 構築の有効 / 無効を設定します。本装置 
では使用しません。変更しないで < ださい。 


[]： 出荷時の設定 


W "0 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定ずると、ブートデバイスの情報 
もクリアされます 。 Reset Confi 呂 Data を 「 Yes 」 に設定する前に、必ず設 
定されているブートデバイスの順番を記録し 、 Exit Savin 呂 Chan 呂 es で再起 
動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番を設定 
し直してください。 




















ハードウエア編 209 


Memory Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory Conriguration 

Item Specific 

Help 

System Memory : 
Extended Memory : 

624 KB 

3668488 KB 

Determines which 

of tests wiL L be 
performed on 

type 

DIMM Group #1 Status : 
DIMM Group #2 Status : 

Normal 

Normal 

extended memory 
(above 1M) - 


DIMM Group #3 Status : 

Normal 



DIMM Group #4 Status : 

Normal 



Memory Retest : 




Extended RAM Step : 

[DisabLed] 



Online Spare Memory : 

[DisabLed] 




FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — >■ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

破 ; 張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group# 1 - #4 Status 

Normal 

Disabled 

N 饥 Installed 

メモリの現在の状態を表示します。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取りがけ6れて 
いないことを示します（表示のみ）。 

Group #1( ま DIMM ソケットの #1 、 #2 を、 
Group #2 は 3 、 #4、 Group #3 は # 己、 #6 、 
Group #4 は #7 、 #8 に搭載されている DIMM 
の状態を表します（本装置に搭載される 

DIMM はインターリーブタイプのため 2 枚で 

1 組として構成されています）。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後(こ自動的 
に「 N0 」（こ切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

riM 目」は 1 M 単位(こメモリテストを行いま 
す。 riK 目」は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを巧います。メモリテスト中は 
<5戶3が>キ ーのみ有効となり <F2> 、 <F4 >、 
<F12> 、 <Esc> キーは無視されます。 

Online Spare Memory 

[Disabled] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific Help 

► Embedded SCSI 


Additional setup 

► Embedded NICCDueL Gbit) 


menus to configure 

► Embedded Video ControlLer 

embedded SCSI 



controLLer. 

PCI Slot IB Option ROM 

CEnabLed] 


PCI Slot 2B Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3B Option ROM 

[EnabLed] 


PCI Slot 1C Option ROM 

CEnabLed] 


PCI Slot 2C Option ROM 

[EnabLed] 


PCI Slot 3C Option ROM 

[EnabLed] 


Option PCI-X Riser Support : [DisabLed] 


PCIe Option Mode : 

[DisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 目〜 3 目 Option 

ROM 

[Enabled] 

Disabled 

フル八イトタイプのライザカードに接続し 
ている PCI ボード上のオプション ROM の展 
開を有効にするか無効にするかを設定しま 
す。 

PCI Slot 1C 〜 3C Option 

ROM 

[Enabled] 

Disabled 

□ ープ □ ファイルタイプのライザカード(こ 
接続している PCI ボード上のオプション 

ROM の展開を有効 ( こするか無効(こするかを 
設定します。 

Option PCI-X Riser 

Support 

[Disabled] 

Enabled 

オプションの N81 16-02 ライザカード (PCI- 
X) を増設した場合(こ正 nable 州 ( こ変更します。 

PCIe Option Mode 

[Disabled] 

Enabled 

本装置では使用しません。 

変更しないで < ださい。 


[]： 出荷時の設定 


两"〇 SCSI コント□—ラやディスクアレイコント□—ラ、 LAN ポード（ネットワー 
Ito クブート )、 Fibre Channe ロント□—ラで、 0 S びインス I ルされた八ード 
ディスクドライブを接続しない場合は、その PCI Slot 位置のオプション ROM 
展開を 「 Disabled 」 に設定してください。 


• Embedded SCSI サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

SCSI Controller 

[Enabled] 

オンボード上の SCSI コント □ ーラの有効/無 


Disabled 

効を設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上の SCSI コント□ーラの目 10 S の 


Disabled 

展開の有効 / 無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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• Embedded MC(Duel Gbit ) ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

オンボード上の LAN コント □ ーラの有効/無 


[Enabled] 

効を設定します。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント□ーラの目 10 S の 


Disabled 

展開の有効 / 無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 


参 Embedded Video Controller サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

Disabled 

[Enabled] 

オンボード上のビデオコント □ ーラの有効 / 
無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Peripheral Confi 呂 uration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、 iU 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral 

Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A : 


Configure Serial Port A 

Base I/O address : 

[3F8] 

using options : 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 

[Disabled ： 

Serial Port B : 

[Enabled] 

No configuration 

Base I/O address : 

[2F8] 


Interrupt : 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

User configuration 

PS/2 Mouse 

[Auto Detec] 

[Auto] 

USB Host ControLLer : 

[Enabled] 

BIOS or OS chooses 

Legacy USB Support : 

CEnabLed] 

configuration 

ParaLLeL ATA : 

[Both] 

(OS Control Led) 

Serial ATA : 

CEnabLed] 

Displayed when 
control Led by OS 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *--* Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


wO 害 IJ り込みべース I / O アドレスび他と重複しないように注意してください。設定 
した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されます。 
黄色の「*」び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

Auto 

シリアルポート A の有効 / 無効を設定します。 

Serial Port A 

Base I/O address 

[3F8] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Serial Port A 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

Auto 

シリアルポート目の有効 / 無効を設定します。 

Serial Port B 

Base I/O address 

3F8 
に F8] 

3E8 

2E8 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Serial Port B 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り込みを設定し 
ます。 

PS/2 Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect] 

マウスの有効 / 無効を設定します。 

USB Host Controller 

Disabled 

[Enabled] 

「 Disabled 」 （こすると US 目デバイスクラス 3 
を受けがけなくなります。 





















ハードウエア編 213 


項目 

パラメータ 

説明 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

US 目を正式にサポートしていない OS でも 

US 目キーボードやマウスが使用できるよう 
( こするかどうかを設定します。 

「 Enabled 」 （こ設定した場合は、 POST 、 
SETUP で US 目キーボードは使用できます 
が、 0 S 起動後は 0 S じよっては使用できま 
せん。 

Parallel ATA 

Disabled 

Channel 0 

Channel 1 
[Both] 

パラレル ATA の有効 / 無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

シリアル ATA の有効 / 無効を設定します。 


[]： 化荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニユー 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、 JU 下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable MuLtimedia Timer [ の ] 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring [Disabled ： 

Wake On RTC Alarm [Disabled] 

EnabLe/DisabLe 

MuLtimedia Timer 

support. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[No] 

Yes 

マルチメディア(こ対応するためのタイマー 
の有効 / 無効を設定します。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

標準装備のネットワークまたはフル八イト 

PCI ライザーカードに接続された PCI デバイ 
ス (PCI Power Management Enable かるィ 
ンベント ）( こよるリモートパワーオン機能の 
有効 / 無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Disabled] 

setup utiLity. 

Password on boot : 


Fixed disk boot sector : 

[Normal] 


Secure Mode Timer 

[DisabLed] 


Hot Key(CTRL+ALT+) 

CL] 


Secure Mode Boot 

[Disabled ： 


Video Blanking 

[DisabLed] 


Floppy Write Protect 

[Disabled ： 


Power Switch Inhibit 

[DisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ -- > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


参 「User Password 」 は 、 「Administrator Password 」 を設定してい 
ないと設定でをません。 

• OS のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


を項目については次ページの表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ）。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの人力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード人力画面じなります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニュー(こアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力でに upervisor で □ 
グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時(こパスワードの人力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA — ドディスクドライブ(こ対する書き } A 
みを防ぎます。本装置では IDEA — ドディス 
クドライブをサポートしていません。 

Secure Mode Timer 

[ Disabled ] 

1 min 

2 min 
己 min 

10 min 

20 min 

1 hr 

2 hr 

キーボードやマウスか6の入力が途絶えて 
か6セキュアモードに入るまでの時間を設 
定します。 「 Disabled 」 の時はセキュアモー 
ド(こなり ません。 

Hot Key ( CTRL + ALT +) 

[ L ] 

Z 

Secure Mode を起動させるキーを設定しま 
す。 < Ctrl > キーと < AI わキーを押しなが6設 
定したキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起動 
させるかどうかを設定します。 

Video Blanking 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードに入った時にモニタを切る 
かどうか設定できます。 

Floppy Write Protect 

[ Disabled ] 

Enabled 

セキュアモードの間、フ □、ソ ピーディスク 
ドライブ(こセツトしたフ □、ソ ピーディスク 
への書き込みを許可するか禁止するかを設 
定します。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイ、ソチの機能を有効にするか無効 
(こするかを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup menus 

to view server 

► Console Redirection 

► Event Log Cormguration 

Assert NMI on PERR : 

[EnabLed] 

management features. 

Assert NMI on SERR : 

[EnabLed] 


FRB-2 Policy : 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring 

[5 minutes] 


Boot Monitoring Policy 

[Retry Stimes] 


Thermal Sensor 

[EnabLed] 


Post Error Pause : 

[EnabLed] 


AC-LINK : 

[Last State] 


Power ON Delay Time(Sec) 

: 0] 


Platform Event FiLtering 

[MsabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--* Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 l"System Management 」 と 
[Console Redirection」 、 「Event Log Configuration 」 は選択後、く Ente 「> 羊一を押してサブ 
メニューを表示させてから設ちします。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
[Retry 3 times ] 

FR 目レベル2のタイマ(こ関する設定をしま 
す。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
卜ールしていない OS から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Retry Service Boot 
Always Reset 

起動監視時(こタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起動 
を3回まで試みます。 

[Retry Service 目 00 1 ] (こ設定すると、タイム 
アウト発生後(こシステムをリセットし、 0 S 
起動を3回まで試行します。その後、サービ 
スパーティシヨン*か6起動を3回試み、3回 
とも失敗した場合は起動を停止します。 
[Always Reset ] (こ設定すると、タイムアウ 
卜発生後に 0 S 起動を常(こ試みます。 



* システムにサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60 S 起動を無限(こ試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効(こすると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - リンク機能を設定します。 AC 電源が再 
度供給されたときのシステムの電源の状態 
を設定します（下記参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

[0] - 255 

DC 電源を ON にするディレイ時間を0秒か6 

2己己秒の間で設定します。 AC - LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 に設定 
している場合(こ有効となります。 

Platform Event Filtering 

[ Disabled ] 

Enabled 

リモートマネージメントカード ( RMC ) の通 
報機能が設定されている場合は、意巧を持 
ちません。 


[]： 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設をと本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前のが態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0 FP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]: i 上押し続ける操作です。強制的(こ電源を OFF (こします。 


無停電電源装置 （ UPS ) を利用して自動運転を行う場合は FAC - LINKJ の設定 
を 「 PowerOn 」 にしてください。 
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System Mana 呂 ement サブメニユ ー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されまず（画面はオプションのリモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカード搭載時）。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version 

1N35 

InteLLigent Platform 
Management Interface - 

IPMI Spec"*!cation Version 

2.0 

A delay may be noticed 

BMC Device ID 

22 

when selecting IPMI, 

BMC Device Version 

01 

this is do to the 

BMC Firmware Version 

Op. 28 

retrieval of sensor 

PIA Version 

01.10 

data. 

SDR Revision 

00.10 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 

■ 

目10 S のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

IPMI Specificaiton Version 


IPMI 仕様のバージョンを表示します（表示 
のみ）。 

BMC Device ID 


目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Version 


目 MC のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Version 

■ 

目 MC のファームウェアバージョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

PIA Version 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのバージョンを表示します（表示のみ）。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニユーで設定したシリアルポートか 
6 DianaScope や八イパーターミナルを使つ 
た管理端末か6のダイレクト接続を有効(こ 
するか無効にするかを設定します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port B 

0 S 動作中(こ ACP ロンソールを接続するシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 
己 7.6 K 

115.2 K 

接締する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Console Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF8 

八ードウエアコンソールタイプを選択しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Confi 呂 uration ヴブメニユー 

Server メニューで [Event Log Configuration」 を選択し、く Ente「> 羊一を押すと、下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Clear aLL Event Logs : 

The system event Log 

wiLL be cleared if 

selecting "Yes". 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^--^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear all Event Logs 

Enter 

< Enter > キーを押すと確認画面が表示され、 
「 Yes 」 を選ぶと保存されているエラー□グ 
を初期化します。 


[]： 化荷時の設定 
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Boot 

カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設をする巨〇饥メニューが表示されま 
す。巨 OOt メニューのそれぞれの項目を選択後、く [が6「>车 一を押してサブメニューを表示させ 
てから設をします。 



Removable Devices ヴブメニユー 

システムに接続されているリムーバブルデバイスの中から起動させるデバイスを選択します。 
システムは起動時じこのサブメニューで設をしたデバイスをサーチし、起動ソフトウエアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<t >羊一/く^ >羊一でデバイスを選択します。 


項目 

説明 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます 

リストか61つを選択します。リストじは、 1.44 M 目タイプか 120 M 目 
タイプのフ□、ソピーディスクドライブが表示されます。 


Hard Drive ヴブメニユー 

システムに接続されている八ードディスクドライブの中から起動させるデバイスを選択しま 
す。システムは起動時じこのサブメニューで設定したデバイスをサーチし、起動ソフトウエア 
を見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<t >车一/く^ >车一でデバイスを選択します。 


項目 

項目 

システム(こ接続されている 
デバイスをリストアップし 
ます 

リストか61つを選択します。 
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Exit 


力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



Exit Saving Changes 
Exit Discarding Changes 
Load Setup Defaults 
Disacard Changes 
Save Changes 


Exit System Setup and 
save your changes to 
CMOS- 


F1 Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values 
Enter Execute Command 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

ここで、 「No」 を選択すると、変更した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動します。 

Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 「No」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 



モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた設定に直す 
必要びありまず。 
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Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更をじ(前の値に戻したい場合は、この項目を 
選択します。口 scard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、 W 前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を 
選択します。 Saving Changes を選択ずると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保 
存します。 
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SCSI BIOS (SCSISe/ect) 


に CSISefc な」ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント日ーラに対してを種設をを行う 
ためのユーティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に 
簡単な车一操作から起動することができます。 


wO 本装置には、最新のパ’ージョンの SCSISe/e がユー ティリティびインス I ル 
Bta されています。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場合びあ 
ります。本書と異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、 
保守サービス会社に問い合わせてください。 


SCSISe / e がユーテイリテイの用途 

SCSISe/e なユーティリティは、本装置に接続される SCSI 機器の転送速度の設をを行う場合 
(八ードディスクドライブを除く）じ起動し、を種設ををします。 


两"〇 SCSI のコンフィグレーシヨンは SCSI コント□—ラ単位に個別にユーティリ 
ティを起動して設定しなければなりません。本装置内には SCSI コント□—ラ 
び1つ搭載されています。 

オプシヨンの SCSI コント□—ラボードを増設した場合は、本装置内蔵の SCSI 
コント□—ラに加え、増設した枚数分の SCSI コント□—ラの設定が必要でず。 
また、設定を変更するために使用するユーテイリテイも異なる場合びありま 
す。 


起動と終了 

SCSISe/e なユーティリティの起動から終了までの方法を次に示します。オプションボードに 
格納されているユーティリティの起動や操作方法については、オプションボードに添付の説明 
書を参照してください。 

1. 本装置の電源を日 N にする 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示します。 

W -0 搭載している SCSI コント□—ラの数だけ表示されます。 


Adaptec SCSI BIOS vX.XX 

Copyright 2004 Adaptec, Inc. ALL Rights Reserved. 

4 4 4 Press <Ct r L> <A> for SCS I S e L e ct(TM) Utility! ► ► ► 

2. く Ctrl > キーを押しながらく A > キーを押す。 

SCSISefc なユー ティリティが起動し、 「Main」 メニューを表示します。 











226 巨の s のセットアップ 


3. 力ーソルを使って rBus : Device 」 ボックス内のチャネルを選択してく Enter >+— 
を押す。 


AIC- 7902 A at Slot 23 02:03:00 
AIC- 7902 B at Slot 23 02:03:01 


マザーボードの SCSI コント□ーラにはチャネルが 2 つあります。 

チャネル A (02:03:00) は Ultra 320 SCSI コネクタ （5.25 インチデバイスまたは外部 
SCSI ( Wide ) コネクタ用）を、チャネル目 (02:03:01) は Ultra 320 SCSI コネクタ ( A - 
ドディスクドライブ用）を表示します。 

選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプシヨンのメニューを選択してく Enter > キーを押す。 



アダプタ（選択したチャネル）やチャネルに接続されている SCSI デバイスに対して 
設をしたいときは、 「 Configure/View SCSI Controller Settings 」 を選択します。 
選択したチャネルに接続された八ードディスクドライブのフォーマットやベリファ 
イ、およびチャネルじ接続されたデバイスの SCSI ID などを知りたいときは 、 「SCSI 
Disk Utilites 」 を選択します。 

詳しい内容についてはじ(降の説明を参照してください。 

SCSISe / e なを終了するには、終了メッセージが表示されるまで < Esc > 羊一を押してください 
(設をを変更している場合は、その前に変更内容の保存を磕認するメッセージが表示されます。 
保をする ( Yes ) か、破棄する ( No ) を選択してください)。 
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D e 1 1 m 


r i t y 
rmina t i 


Bus 
Con t 
Con t 
Con t 


1 1 on s 


on 


Options 

Configuration 

Configuration 

nfiguration 


- Reset to SCSI Cont 


1 1 ona L 
Devi ce 
Devi ce 
need Co 
RAID - 

<F6> 


SCSI 

SCSI 

SCSI 

SCSI 


.Press く Enter> 

.Press く Enter> 

.Press く Enter> 

.DisabLed 

roller Defaults 


7 

Enabled 

Enabled 


Configuration 


Configure/View SCSI Controller Settings 

設定するチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーで 「 Configure/View SCSI 
Controller Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 


次にメニューとパラメータを説明します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してくだ 
さい。 


SCSI Bus Interface Definitions 


キーボードのカーソル (< j >丰一/< t >羊一）を使って項目を選択します。それぞれの機能と 
パラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

〇〜ロト巧 

「7」に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[Enabled] 

Disabled 

「Enabled」 に設定してください。 

SCSI Controller 

[Enabled] 

終端抵抗の有効/無効を設定します。 

Termination 

Disabled 

「Enabled」 に設定してください。 


]： 出荷時の設定 


Additional Options 

キーボードのカーソル (< i >キー/く t >车一 ） を使って項目を選択します。 


Boot Device Configuration 

[Boot Device Configuration 」 じ力ーソルを合わせてく Enter 〉 羊一を押すと次のような表示に 
変わります。 




23 02:03:00 


AIC- 7902 A at 


L from which to boot. 


23 02:03:00 


BIOS Information 


Interrupt(IRQ) Channel.10 

I/O Port Addresses. 2400h, 2000 h 


e e e 

L L L 

L L L 

o o o 


d o c d o 

A B s A H 
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SCSI Device Configuration 

「SCSI Device Configuration 」 じ力ーソルを合わせてく Erite 「> キーを押すと次のような表示に 
変わります。 


SCSI Device ID 


SCSI Device Configuration : 

#0 #1 #2 #3 


#4 


#5 #6 


#7 


Sync Transfer Rate (MB/Sec). 

Packet i zed ... .... Yes 

QAS.Yes 

Initiate Wide Negotiation.......Yes 

Enable Disconnection.. .... Yes 

Send Start Unit Command.........Yes 

BIOS Multiple LUN Support... 

Include in BIOS Scan.. .... Yes 


SCSI Device ID 


320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

#8 

#9 

#10 

#11 

#12 

#13 

#14 

#15 


Sync Transfer Rate (MB/Sec) 


QAS. 


BIOS Multiple LUN Support. 
IncLude in BIOS Scan. 


320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 



設定は各 SCSI ID ごとに行えます。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を確認し 
てか5設定を変更してください。 



追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は 「 Options 」 メニューで 
「SCSI Disk U 川け ies 」 を選択してください。しばらくすると 、 SCSI ID とが応す 
るデバイスの画面が表示されます。詳しくはこの後の 「SCSI DiskU 川け ies 」 を 
参照してください。 


メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 

[320] 

33.3 

通常は「320」（こ設定してください。この值 

( MB / Sec ) 

160 

20.0 

は接続するオプション(こよって変更が必要 


80.0 

10.0 

な場合があります。詳し<はオプションに 


66.6 

40.0 

ASYN 

添付の説明書を参照して<ださい。 

Packetized 

[ Yes ] 

No 


パケット化したデータ転送（デュアルトラ 
ンジションの T )) 機能を使用し、バスの稼 
働率を最適化するかどうかを選択します。 

QAS 

[ Yes ] 

No 


SCSI バスの稼働率を向上する Quick Arbitra ¬ 
tion and Selection ( QAS ) 機能を使用するか 
どうかを選択します。 

Initiate Wide Negotiation 

[ Yes ] 

No 


接続した SCSI 機器が Wide SCSI じ対応して 
いるときは 「 Yes 」 に設定してください。対 
応していないときは、「 N 0」（こ設定してくだ 
さい。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 （こ設定してください。 

Send Start Unit Command 

[ Yes ] 

No 


八ードディスクドライブ(こ対して使用する 
場合は 「 Yes 」 に設定してください。それ iU 
外の場合は、 「 No 」 に設定してください。 

BIOS Multiple LUN Support 

Yes 

[ No ] 


「 N 0」に設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 に設定してください。 


[]： 化荷時の設定 
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‘> Message During BIOS Initialization 
Translation for DOS Drives > 1GByte 

le ..... 

Int 13 Support .. 


Res 
D i s 
Ext 
Po s 
SCS 


Below Have NO EFFECT if Int 13 Support is Disabled 


in .. Enabled 

e Disk Under Int 13 as Fixed Disks . DisabLed 


Options Li 
Domain VaLi 
Su 

己 I 


Advanced Configuration 

「Advanced Configuration 」 じ力ーソルを合わせてく Erite 「> 羊一を押すと次のような表示に変 
わります。 



メニュー内の機能とパラメータは次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI Bus at 1C 
Initialization 

[Enabled] 

Disabled 

Enabled 」 （こ設定してください。 

Display <Ctrl><A> 

Message During BIOS 
Initialization 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 （こ設定してください。 

Extended Int 13 Transla¬ 
tion for DOS Drives > 1 
GBype 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Post Display Mode 

[Verbose] 

Silent 

Diagnostic 

特に必要がない限り変更しないで < ださい。 

SCSI Conrtoller Int 13 
Support 

[Enabled] 

Disabled: NOT Scan 
Disabled: scan bus 

SCSI 目 I0S の有効 / 無効を設定します。次の 
場合を除いて 「 Enabled 」 に設定してくださ 
い。 

• SCSI コント□ー ラ配下(こ接続された 
八ードディスクドライブ iU 外のコント 
□—ラ配下に接続した八ードディスク 
ドライブか 60S を起動する場合（八一 
ドディスクドライブが接締されていな 
い場合は問題ありません)。 

• 拡張 ROM 空間の領域を確保する目的で 
八ードディスクドライブが接締されて 
いない SCSI コント □ ーラの BIOS を 
「 Disabled 」 にすることができる。 

Domain Validation 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 

Support Removable Disks 
under Int 13 as Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
[Disabled] 

リムーバブルメディアがコント□ールする 
オプションは A に - 79 XX 目 I0S (こよリサポー 
卜します。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[Enabled] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設定してください。 


jppo 


d d e d 
e e s e 

b b b b 


t n a o 

I c I L r 



[]： 出荷時の設定 
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SCSI Disk Utilities 

SCSI Disk utilities は選択したチャネルに接続されたデバイスをス羊ャンし、それぞれのデバ 
イスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクドライブの場合は、ディスクの□ーレべ 
ルフォーマツトやベリファイを実行することもできます。 

設をするチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーでに CSI Disk Utilities 」 を選択 
すると次のような SCSI ID をス羊ヤンする画面が表示されます。 



_ AIC- 7902 A at slot 23, 02:03:00 _ 

Scanning SCSI ID: 4: LUN Number : 0 






ス车ヤン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


I— Select SCSI msk and press <Enter> - 1 


SCSI 

ID 

#0 

No 

device 

SCSI 

ID 

#1 

No 

device 

SCSI 

ID 

#2 

No 

device 

SCSI 

ID 

#3 

No 

device 

SCSI 

ID 

#4 

No 

device 

SCSI 

ID 

#5 

No 

device 

SCSI 

ID 

#6 

No 

device 

SCSI 

ID 

#7 

Adaptec AIC - 7902 

SCSI 

ID 

#8 

No 

device 

SCSI 

ID 

#9 

No 

device 

SCSI 

ID 

#10 

No 

device 

SCSI 

ID 

#11 

No 

device 

SCSI 

ID 

#12 

No 

device 

SCSI 

ID 

#13 

No 

device 

SCSI 

ID 

#14 

No 

device 

SCSI 

ID 

#15 

No 

device 


この画面でデバイスを選択して < Erite 「> 羊一を押すとデバイスの詳細が表示されます。 
選択したデバイスが八ードディスクドライブの場合は、次のサブメニューを実行することがで 
きます。 

• Format Disk : 選択したデバイスを□ーレベルでフォーマツトします。 

• Verify Disk Media : 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、 

不良なセクタがあればアサインし直します。 


Adaptec HostRAID 

Adaptec HostRAID はディスクアレイ機能を構築するためのユーティリティです。詳細は 
「 RAID コンフィグレーションに36ページ)」または「オンラインドキュメントの 「 HostRAID^M 
SCSI Select Utility 操作説明書」を参照してください。 














232 リセットとクリア 


■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
车一を押してください。リセットを実行します。 


wO リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいまず。八ングアップしたとき杉がでリセットを行うときは、本装置びなに 
ち処理していないことを確認して<ださい。 


強制電源 OFF 


OS からシャットダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。履 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
os を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


两-〇 CMOS メモリの内容をクリアずると SETUP の設定内容びすべて出荷時の設 
量3 定に戻りまず。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


W -0 その他のジャンノくの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
置3 因となります。 


) I リリリリリリ I 


1 ストラップ 


□ 


四 / ™ OD □ I 

日-:旦导回国 



CMOS メモリの内容の保護/クリア用ピン 


己 J 7 


□ 



ら パスワードの保護/クリア用ピン 


保護 
〇 〇クリア 



前面側 


背面側 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死!!:ず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ切降の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A を意 



AA 

A A 

Q 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 
指を挟まない 

产ご曰ぅ音 

ラックび不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1 . 141ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （1 日3ページ参照)。 

3. □ジックカバーを取り外す （1 日4ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

己.ジャンノ くスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

6. 日秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を日 N にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する。 
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割り込みライン 

割り込みラインは、化荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設ずるときな 
どに参考にして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント □ ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント □ ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

マウス 

1 

キーボード 

13 

数値演算プ □ セ、ソサ 

2 

— 

14 

プライマリ DE 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

セカンダリ DE 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

USB 

5 

PCI 

17 

VGA 

6 

フ □、ソ ピーディスク 

18 

— 

7 

PCI 

19 

USB 

8 

リアルタイムク□ック 

30 

LAN1 

9 

ACPI Compliant System 

31 

LAN2 

10 

PCI 

49 

Adaptec SCSI 

11 

PCI 

51 

Adaptec SCSI 
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RAID コンフイグレーシヨン 

ここでは本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用するた 
めの方まについて説明します （ SAS - DAC モデルは 「 N 8103 -91 ディスクアレイコント□-ラ 
(内蔵 SAS HDD 用）ユーザーズガイド」を参照してください)。 Disk 増設ユニットに実装され 
たへー ドディスクドライブをディスクアレイドライブとして運用する場合については、オプ 
ションのディスクアレイコント□ーラが必要です。詳しくはディスクアレイコント□ーラまた 
は口 sk 増設ユニットに添がの説明書を参照してください。 

本装置内蔵の八ードディスクドライブをディスクアレイドライブとして構築するには次の方 
まがあります。 

• SCSI 八ードディスクドライブ （5 台）をマザーボード上の RAID コント□ーラを使用して 
構築する。 

• オプションのディスクアレイコント□ーラを使用して構築する。 


SCSIA — ドディスクドライブの RAID 構築 


本装置内蔵のマザーボードじある RAID コント□ーラを使用してディスクアレイ （ RAID 0 また 
は RAID 1、 RADIO ) を構築することができます。 

構築に必要となる機器は SCSI 八ードディスクドライブ（最大5台）です。 

• RAIDO ( ストライピング） 

2〜4台の八ードディスクドライブに対してデータを分散して記録する方まです。この方 
まを「ストライピング」と呼びます。八ードディスクドライブへ処理を分散させること 
により八ードディスクドライブ単体で使用しているときに比べディスクアクセス性能を 
向上させることができます。 


• データを複数台の八ードディスクドライブに分散して記録しているため 
アレイを構成している八ードディスクドライブび1台でも故障すると 
データの復旧はでをません。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブの整数倍とな 
ります。 


• RAID 1( ミラーリング ) 


2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方まです。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に片方の八ードディスクドライブが故障してももう片方の正常 
な八ードディスクドライブを使用してシステムダウンすることなく継続して運用するこ 
とができます。 



• データを2台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣ります。 

• アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じと 
なります。 
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• RAID10(RAID1 のスパン） 

RAID 10は、 RAID 0 と RAID 1を組み合わせた RAID レベルです。データをを八ードディス 
クドライブへ「ストライピング」で分割し「ミラーリング」で記録しますので、 RAID 0 
の高いディスクアクセス性能と、 RAID 1 での高信頼性を同時に実現することができます。 


W "0 アレイの論理容量は、接続された八ードディスクドライブ1台と同じとなりま 
■ ra ず。 


ノ V— ドディスクドライブの取り付け 

本体に2台じ(上の SCSI 八ードディスクドライブを取り付けてください。取り付け手順について 
は、143ページを参照してください。 


胃つ一 取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
■to し、また、 RAID 1を構築ずる場合は、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用ずることをお勧めしまず。 


SCSI Se/ect Utility を使用した RAID の有効化 

取り付けた2台 W 上の八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID ド 
ライブのいずれかで使用することができます。 

RAID ドライブとして構築するためには、 SCSLSe/e な Utility を使用して、マザーボードの SCSI 
コネクタに接続されている八ードディスクドライブを RAID ドライブとして使用するための設 
をが必要となります。 



出荷時の設をでは、単ーハードディスクドライブとして使用するように設をさ 
れています。 


次の手順で SCSISe/e な Utility の設をを変更します。 

1 .SCSI Se/ect Utility を起動する。 


AIC-7902 A at SLot 23 02:03:00 
AIC-7902 B at SLot 23 02:03:01 


2. Adaptec HostRAID を設定するチヤネルを選択し、日 ptions 画面を開く。 

3. に onfi 呂 ure/View SCSI Controller Settin 呂 s] を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 
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4. Configuration メニューで HostRAID の [ Disabled ] を八イライトさせ、く Enter 〉 
キーを押す。 




己. [ Enabled ] に変更する。 


Wj^SSSE^M ^^H^Biililttllfl 


6. く Esc > キーを押すと設定の保存を確認する [Save Changes Mode ?] と表示され 
るので、 [ Yes ] を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 

7. く Esc > キーを押し、日 ptions メニューに戻る。 

8. に onfi 呂 ure/View HostRAID 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押す。 




rupt(IRQ) ChanneL.10 

ort Addresses . 2400 h, 200 Oh 


I OS Information 

nterrupt(IRQ) ChanneL ----- .-10 

/ 0 Port Addresses. ------------- 2400h, 2000 h 



f 1111 itiat 

n ssss dosvs 
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メインメニューの表示 

[ Configure/View HostRAID Settings ] を選択すると、デバイスのス羊ヤン完了後に夕のよう 
なメインメニューが表示されます。 



• ID 

八ードディスクドライブの SCSI ID 番号、またはアレイの ID 番号を表示します。 

参 Type 

アレイの RAID レベル、利用可能なアレイを構成しないディスクを表示します。 

— Hard Drive 

アレイを構ぶしていない利用可能な八ードディスクドライブ 

— Striped ( RO ) 

RAID 0 で作成されたアレイ 

- Mirrored ( RI ) 

RAID 1で作成されたアレイ 

— St 「 ipe / Mi 「「 o「(R 1 0) 

RAID 1 0( RAID 1のスパン)で作成されたアレイ 

— Spare 

スペア設定された八ードディスクドライブ 

• Vendor 

八ードディスクドライブの製造元、または Adaptec HostRAID の製造元 ( Adaptec ) を表示 
します。 

• Product 

A - ドディスクドライブのモデルを、またはアレイのを前を表示しまず。 

• Size 

八ードディスクドライブの容量、またはアレイの容量を表示します。 
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• Status 

A - ドディスクドライブ、またはアレイのステータスを表示します。 

— Free 

アレイを構成していない利用可能な八ードディスクドライブ 

— Optimal 

アレイは正常な状態 

— Degraded 

RAID 1 または RAID 1 のスパンのハードディスクドライブの1台が故障している状態 
— Dead 

RAID 0 の八ードディスクドライブが1台]:>(上故障している状態 

RAID 1 または RAID 1 のスパンの八ードディスクドライブが2台]:上故障している状態 

— Building 

アレイはビルドプ□セス中の状態 
— Verify 

アレイはベリファイプ□セス中の状態 
— Rebuild 

アレイはリビルドプ□セス中の状態 

アレイの詳細表示 

メインメニューでアレイを選択すると、アレイを構ぶする八ードディスクドライブの詳細が表 
示されます。 



• ID 

アレイを構成する八ードディスクドライブの SCSI ID 番号 

参 Type 


アレイの RAID レベルを表示します。 


— Striped ( RO ) 

RAID 0 で作成されたアレイ 

— MirrorecKR 1 ) 

RAID 1で作成されたアレイ 


St 「 ipe / Mi 「「 o 「( R 10) 

RAID 1のスパンで作成されたアレイ 
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• Vendor 

A - ドディスクドライブの製造元を表示します。 

• Product 

八ードディスクドライブのモデルをを表示します。 

参 Size 

八ードディスクドライブの容量を表示します。 

• Status 

八ードデイスクドライブのステータスを表示します。 


— Optimal 

A - ドディスクドライブは正常な状態 
— Degraded 

A - ドディスクドライブは故障している状態 
— Failed 

八ードディスクドライブは故障している状態 
— Building 

八ードディスクドライブは現在ビルド対象 


— Verify 

八ードディスクドライブは現在べリファイ対象 
— Replaced 

A - ドディスクドライブは現在リビルド対象 


— M に sing 

八ードディスクドライブはコント□ーラから見えない状態 


SCSI Se/ec 抑終了 

SCSI Select Utility を終了するには、次のメッセージが表示されるまでく Es に羊一を押します。 
[ Yes ] を選択してユーティリティを終了します。どれか车一を押してコンピュータを再起動し 
ます。 SCSISe / e なで行った変更は、システムが再起動した後に有効になります。 


P Exit UtiLity ? つ 
Yes 
No 
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SCSI Select U 川 ity を使用した RAID の構築 

SCS に elect Utility を使用して RAID を構築します。 


アレイの作成 


次の手順でアレイを作成します。 

• 事前確認 

アレイを作成する前に、アレイを構成するための八ードディスクドライブが接続されて 
いることを確認してください。 

1 .SCSI Select Utility を起動する。 

アレイを作成するチヤネルの Options 画面から、に onfigure/Veiw HostRAID 
Se 打 ings ] を選択する。 



2. メインメニューで、アレイを作成するために、く C > キーを押す。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがあります 
が、操作には影響ありません。く C > 羊一を押してください。 




• アレイを作成するには少なくとも2台の八ードディスクドライブが必要 
です。 

• アレイを作成する際に、容量の異なる八ードディスクドライブを使用す 
ると、容量のルさい方にあわせてアレイの容量は設定されます。 

• 本体でサボートしている八ードディスクドライブ似がを使用しないでく 
ださい。 

• J \- ドディスクドライブびすでにアレイ構成の一部になっている場合 
は、そのディスクは選択できません。 

























ハードウエア編 243 


3. [Select RAID Type ] ウィンドウで構築する RAID タイプを選択し、く Enter 〉 キー 
を押す。 

選択内容を強調表示すると、別ウィンドウが表示されて作成に必要なディスクの最 
低および最大個数、またスペアの割り当てに関するメッセージが表示されます。 

を RAID の設定については、 「 RAIDO アレイの作成」、 rRAD1 アレイの作成」、 
「 RAID 10 アレイの作成」を参照してください。 



• RAIDO アレイの作成 

RAID 0 アレイを作成するには、じ(下の手順に従います。 

1 .[Select RAID Type ] ウインドウで、 [ RAID - 日]を選択する。 



2. カーソルキーで八イライトを切り替えながら、使用する八ードディスクドライブを 
スぺースバーで選択し、く£口10「>キーを押す。 

選択した八ードディスクドライブの横には[ X ]マークが表示されます。 



3. に elect Stripe Size ] ウインドウで、 [1 目 KB ]、[32 KB ]. [64 KB ] のうちいずれ 
かを選択し、く Enter 〉 キーを押す。 
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4. [Assign RAID Nam 引ウインドウで任意の RAID Name を入力する。 


• RAID Name は、他のアレイと同じ名前にな 5 ないようにま意してくだ 
さい（半角1日文字まで)。 

• 選択した八ードディスクドライブに、有効なパーティシヨン情報または 
ブートブ□ックび検出された場合、警告メッセージび表示されまず。ア 
レイの作成を続ける場合は、 [ Yes ] を選択し、作成を中止する場台は、 
[ No ] を選択してください。 

• 間違った八ードディスクドライブを使用した場合、データは復旧できま 
せん。十分にを意してください。 


日 . [Do you want to make this array as bootable ?] と表示されます。アレイに 
ブートプライオリティを与える場合は [ Yes ]、 与えない場合は [ No ] を選択し、 


く Ente 「> キーを 押す。 


，"〇 起動可能なアレイとして使用ずる場台は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の 
置3 「ブートプライオリティ指定」に已1ぺージ）を参照し、必ず BIOS にて 
Bootable の設定を行ってください。 


6. に reate Array ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、く Enter 〉 
キーを押す。 

[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューじ戻ります。 

7. [Are you sure ?] というメッセージが表示されたら、 [ Ye 引を選択し、 < Enter > 
キーを押す。 

[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。 

8. [Build Completed ] と表示されたら、く Esc > キーを押してメインメニューに戻る。 


• メイン メニュー じ戻ったときに、作成したアレイの ステータスが 

民ェック I 0 ptima になっていることを確認してください。 

• ブートプライオリティ指定はアレイ作成後に変更できます。変更する場 
合は「ブートプライオリティ指定」に3日ページ）を参照してください。 


wO 起動可能なアレイとして使用する場合は 、 「RAID コンフィ グレーシ ヨン」の 
「ブートプライオリティ指定」に日1ぺージ）を参照し、必ず BIOS にて 
Boo ね ble の設定を行ってください。 
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• RAID 1アレイの作成 

RAID 1アレイを作成する方法は2つあります。 

- 新しい RAID 1 アレイを作成する。 

- 既存の単ーディスクのデータをもとに RAID 1 アレイに移行する（マイグレーション）。 

既存の単一八 ー ドディスクドライブから RAID 1 を作成する方法をマイグレーションと呼 
びます。マイグレーションを実施する際は、ソースとなる八ードディスクドライブは必 
ず標準 SCSI 接続でブートディスクとしていたものをご使用ください。マイグレーション 
に関する詳細内容は、 「 Express 5800 SCSI HostRAID のマイグレーション実施時の手順 
について ( Windows )」 を参照してください。 Linux 環境の場合は、 Linux 基本サービスセッ 
トソフトウエア CD - ROM 内の 「 NECExpress 5800シリーズ SCSI HostRAID マイグレー 
ション手順書 ( Linux 版)」を参照してください。 


RAID 1アレイを作成するじは、じ(下の手順に従います。 

1. に elect RAID Type ] ウインドウで、 [ RAID - 1 ] を選択する。 



2. カーソルキーで八イライトを切り替えながら、使用する八ードディスクドライブを 
スぺースバーで選択し、く£口16「>キーを押す。 


選択された八ードディスクドライブの横には[ X ]マークが表示されます。 
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3. [RAID-1 巨 uild 日 ption] ウィンドウでいずれかのオプションを選択し、 く Enter> 
キーを押す。 

選択可能なオプシヨンは次のとおりです。 



参 Create new RAID -1 :デフォルトのオプションです。 

• Copy from ( X ) to ( Y ) : ID X のディスクから ID Y のディスクにコピーします。 

• Copy from ( Y ) to ( X ) : ID Y のディスクから ID X のディスクにコピーします。 


• 0 S びインス!ル済みのブートディスクをマイグレーシヨンする場合 
は、 「 Express 己800 SCSI HostRAID のマイグレーシヨン実施時の 
手順について ( Windows )」 を参照してください。 

• Copy 元と Copy 巧を絶対に間違わないでください。間違ってコピーし 
た場台は、データの復旧はできません。 


4. [Assign RAID Name] ウインドウで任意の RAID Name を入力する。 


• RAID Name は、他のアレイと同じ名前にな5ないようにま意してくだ 
さい（半角1己文字まで)。 

• 還択した八ードディスクドライブまたは Copy の夕ーゲットディスクに、 
有効なパーティシヨン情報またはブートブ □ ックび検出された場合、 警 
告メッセージび表示されます。アレイの作成を続ける場合は、 [ Yes ] を 
還択し、作成を中止する場合は、 [ No ] を還択してください。 

• 間違った八ードディスクドライブを使用した場合、または間違った方向 
へ Copy した場合は、データは復旧できません。十分を意してください。 


日. [Do you want to make this array as bootable?] と表示されます。アレイに 
ブー ト プライオリティを与える場合は [Yes ]、 与えない場合は [No] を選択し、 


く Ente 「> キーを 押す。 


起動可能なアレイとして使用ずる場合は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の 
「ブートプライオリティ指定」に己1ぺージ）を参照し、必ず BIOS にて 
Bootable の設定を行ってください。 


6. に reate Array?] というメッセージが表示されたら、 [Yes] を選択し、 く Enter 〉 
キーを押す。 


[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。 
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7. [Are you sure ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、く Enter 〉 
キーを押す。 

[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューじ戻ります。アレイ 
が作成されると続いて、 Build が実行されます。 


两"〇 Build プ□セスは必ず最後まで終了させてください。 Build の途中で < Esc > 
圍3 キーで処理を中断しないでください。 

Build 処理び完了し、アレイのステータスび Optimal にな5ないと、 0 S か5ア 
レイび認、識されません。またそのアレイには 0 S のインストールもでさません。 


8. [Build Completed ] と表示されたらく Esc > キーを押してメインメニューに戻る。 


^ • メインメニューに戻ったときに、作成したアレイのステータスが 

1?!^ Optimal (こなっていることを確認してください。 

• ブートプライオリティ指定はアレイ作成後に変更できます。変更する場 

合は「ブートプライオリティ指定」に日1ページ）を参照してください。 


W -0 起動可能なアレイとして使用する場合は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の 
「ブートプライオリティ指定」に已1ぺージ）を参照し、必ず BIOS にて 
Bootable の設定を行ってください。 


• RAID 10アレイの作成 


1. に elect RAID Type ] ウインドウで、 [ RAID -1 日]を選択し、く Enter > キーを押す。 


圆 




2. カーソルキーで八イライトを切り替えながら、使用する八ードディスクドライブを 
スぺースバーで選択し、く£口10「>キーを押す。 

選択した八ードディスクドライブの横には[ X ]マークが表示されます。 



3. [Select Stripe Size ] ウインドウで、 [16 KB ]. [32 KB ]. [64 KB ] のウチいずれ 
かを選択し、く Enter > キーを押す。 
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4. [Assign RAID Nam 引ウインドウで任意の RAID Name を入力する。 


• RAID Name は、他のアレイと同じ名前にな 5 ないようにま意してくだ 
さい（半角1日文字まで)。 

• 選択した八ードディスクドライブに、有効なパーティシヨン情報または 
ブートブ□ックび検出された場合、警告メッセージび表示されまず。ア 
レイの作成を続ける場合は、 [ Yes ] を選択し、作成を中止する場台は、 
[ No ] を選択してください。 

• 間違った八ードディスクドライブを使用した場合、データは復旧できま 
せん。十分にを意してください。 


日 . [Do you want to make this array as bootable ?] と表示されます。アレイに 
ブートプライオリテイを与える場合は [ Yes ]、 与えない場合は [ No ] を選択し、 


く Ente 「> キーを 押す。 


wO 起動可能なアレイとして使用ずる場合は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の 
「ブートプライオリティ指定」に日1ぺージ）を参照し、必ず BIOS にて 
Bootable の設定を行ってください。 


6. に reate Array ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、く Enter 〉 
キーを押す。 

[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。 

7. [Are you sure ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、 < Enter > 
キーを押す。 

[ No ] を選択するとアレイの作成作業は終了し、メインメニューに戻ります。 

8. [Build Completed ] と表示されたら、く Esc > キーを押してメインメニューに戻る。 


^ • メインメニューに戻ったときに、作成したアレイのステータスが 
民ェック I Optima になっていることを確認してください。 

• ブートプライオリティ指定はアレイ作成後(こ変更できます。変更する場 
合は「ブートプライオリティ指定」に己1ページ）を参照してください。 


起動可能なアレイとして使用する場合は、 「 RAID コンフィグレーシヨン」の 
「ブートプライオリティ指定」に日1ぺージ）を参照し、必ず BIOS にて 
Bootable の設定を行ってください。 
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アレイの削除 

アレイを削除するには、次の手順に従ってください。 


W -0 アレイの削除を実行するとデータび消去されまず。あ5かじめ八ードディスク 
置3 ドライブ内のデータのノくックアツプを行っておくことをお勧めしまず。 



2. 次の画面が表示されたら、く D > キーを押す。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがあります 
が、操作には影響ありません。 < D > 羊一を押してください。 



3. [Delete Array ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、く Enter 〉 
キーを巧す。 


[ No ] を選択するとアレイの削除は実施されずに、メインメニューに戻ります。 

4. 削除するアレイが RAID 日の場合 、 [Deleting information ] ウィンドウが表示され 
るので、ノくーティシヨン/ブートブ□ックの情報を消去したい八ードディスクドラ 
イブまたは [ None ] を選択して、く Enter 〉 キーを押す。 


(例） 

- Drive ID 0 . ドライブ0の全データを削除。ドライブ1のデータは残る。 

- Drive ID 1 . ドライブ1の全データを削除。ドライブ0のデータは残る。 

- Drive ID 0& ID 1 . 両方のディスクの全データを削除。 

- None . アレイを削除しますが、既存のデータは両ドライブ上 

に残ります。 


削除するアレイが RAID 0 JU 外の場合、 [Deleting information ] ウィンドウは表示され 
ませんので、次に進みます。 
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日 . [Are you sure ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、く Enter 〉 
キーを押す。 

[ No ] を選択ずるとアレイの削除は実施されずに、メインメニューに戻ります。 


スペアディスクの作成 

スペアディスクは、1チヤネルあたりにつき1台まで作成することができます。スペアディス 
クは、 RAID 1 と RAID 10( RAID 1 のスパン)についてのみ有効です。 


^ スペアディスクのサイズはアレイを構成する八ードディスクドライブ]:>(上の 
民ェック I サイズが必要です。 

アレイを構成する八ードディスクドライブのうち、一番容量のルさい八ード 
ディスクドライブが 73 G 目で、スペアディスクが 36 G 目の場合、スペアデイス 
クとして使用できません。 


スペアディスクを作成するには、 W 下の手順に従います。 

1. メインメニューで、 く S > キーを押す。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがあります 
が、操作には影響ありません。 <s> 车一を押してください。 



2. 次のオプションが表示されたら 、 [Add Spare ] を選択する。 



3. スペアディスクに設定でさる八ードディスクドライブの一覧が表示されたら、スぺ 
アにする八ードディスクドライブを選択してく Enter > キーを押す。 

4. [Are you sure ?] というメッセージが表示されたら、 [ Yes ] を選択し、 < Enter > 
キーを押す。 


[ No ] を選択するとスペアディスクの設をは実施されず、メインメニューに戻ります。 
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日.メインメニューで選択した八ードディスクドライブの Type が Spare に変更されて 
いること、および Status が日 ptimal になっていることを確認する。 



スペアディスクを解除する場合は、手順2.のオプションで [Delete Spare] を選択するじ(外は、 
手順1.〜4.と同じです。 


ブートプライオリティ指定 

アレイにブートプライオリティを指をするためには、下の手順に従います。 

1. メインメニューで対象のアレイを選択し、く Enter > キーを押す。 

2. アレイの詳細画面が表示されたら、く B > キーを押す。 

コンソールリダイレクション時には一部文字が正常に表示されないことがあります 
が、操作には影響ありません。 <B> 车一を押してください。 

3. [日 ption ] ウィンドウで 、 [Mark bootable ] を選択し、く Enter > キーを押す。 

設をされたことを示す旧]が、ディスク ID の横に表示されます。 

^ • この機能を使用すること(こより、 SCSI D のプライオリティに関係なく、 

I チェック 1 指定したアレイ(こブートプライオリティが与え6れます。 

• ブートプライオリティ(こついては、本体装置の BIOS「SETUP 」 ユー 
ティリティで設定してください。本機能は特に使用する必要はありませ 
ん。 「SETUP」 ユーティリティに関しては199ページを参照してくださ 
い。 
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